
わが国の食中毒で正しいのはどれか。

ａ患者数は近年激減している。

ｂ死者数は毎年100名を超えている。

ｃ病因物質の判明率は50％以下である。

ｄ夏季に加え１１，１２月にも多発している。

ｅサルモネラ届菌に起因する患者が多い。

可Ｆ
凶

次の文を読み、３～５の問題に答えよ。

５歳の男児。最近ぼ－とすることが増えたことを主訴に、外来を受診した。

発作間歌期脳波所見を示す。

約ｌか月前から頚部および恢商リンパ節の腫脹、寝汗を認めるようになり、約１週６５歳の男性。約ｌか月前から頚部および服商リンパ節のＩ

間前から385℃以上の発熱が持続するようになり来院した。

病態を反映する検査所見はどれか。２つ選べ。

ａ低蛋FII､癖

ｂ高LDH血症

ｃ高カリウム血症

ｄ高γ一グロブリン血症

esIL-2R（可溶性インターロイキン2レセプター）高値

３予想される症状はどれか。

ａ複雑部分発作を呈する。

ｂ知的障害を伴いやすい。

ｃ脳性麻癖を伴いやすい。

ｄ姿勢が保てず、転倒する。

ｅ十数秒間で症状が消失することが多い。

Ｆ
』

脳
一

発作間歌期脳波所見

４診断はどれか。

ａ熱性けいれん

ｂ憤怒けいれん

ｃ小児欠神てんかん

。点頭てんかん（West症候群）

ｅ乳児亜症ミオクロニーてんかん

５適切な治療はどれか。

ａ経過観察

ｂケトン食療法

cACTH筋注療法

ｄ脳神経外科的治療

ｅ抗てんかん薬の内服

－５０１－１－ －５０１－２－
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８速効型インスリン製剤について誤っているのはどれか。

ａ白濁している。

ｂ静脈注射が可能である。

ｃヒト型インスリン製剤である。

ｄ使用前によく振って混ぜる必要はない。

ｅ食事30分前に注射するのが一般的である。

６胃癌で治癒切除（根治手術）が不可能なのはどれか。

aSchmtzler転移がある。

b牌尾部に癌組織の浸潤がある｡

ｃ牌門部のリンパ節に転移がある。

d横行結腸に癌組織の浸潤がある｡

ｅ肝十二指腸間膜内のリンパ節に転移がある。

７西日本の無人島森林探索ツアー帰りの７名グループのうち３名が２～８日後に相次いで発熱と発

疹を伴う症状を訴えて医療機関を受診した。

症例１．３５歳の男性、軽症で外来治療のみで回復。

症例２．２４歳の女性、重症化し約２か月間入院し回復。

症例３．２５歳の男性、重症化し多臓器不全のため死亡。

以下に症例２．の経過を記す。

主 訴：発熱

現病歴：某年６月10日に現地森林をまわった。６月14日38℃以上の発熱があり、１６日近医で点滴を受

けたが改善せず、１７日救急病院に入院した。入院時より40～41℃の高熱が持続◎カルバペネ

ム系抗菌薬の投与が行われたが、意識障害、厘蕊が出現し、全身状態は急激に悪化した。２１

日当院へ救急搬送された。

入院時所見：意識レベルJCS３０点、体温39.8℃、全身に紅斑を認めた。下腿部の写真、最も浸潤の強

い紅斑を示す。

入院時検査:WBC7,190/“､ＣＲＰ24.8ｍｇ/CM､PLT6.'×104/“､FDP76,0鵬/秘（10鵬/川@以下)､
ＧＯＴ６７１Ｕ/‘、ＧＰＴ５２１Ｕ/、

臨床経過：入院後も39～40℃の発熱が持続した。これまでの経過、臨床所見より特定の感染症の重症

型、播種性血管内凝固症候群（DIC）の合併が強く疑われ、直ちにミノサイクリン（MINO）

およびレポフロキサシン（LVFX）の併用投与およびDICの治療を開始。開始７日目から

下熱傾向、１０日目で解熱した。その後、回復し退院した。

９７２歳の男性◎呼吸困難を主訴に来院した。１０年前から慢性肺気腫で通院している。３日前から

３８℃台の発熱と黄褐色の曙疾があり、昨日から経口摂取不良、呼吸困難を自覚するようになったた

め来院した。体温38.2℃･呼吸数26/分。血圧72/50mmHg･脈拍126/分、不整。空気吸入下SpO282％・

左背部下肺野でcoarsecracmesを聴取。ばち指を認める。血液所見：赤血球300万、Ｈｂ８．２９/伽、白

血球12,400、血小板14.2万。動脈血ガス分析（空気吸入下）：ｐＨ7.48、PaCO232To]T、PaO262TolT，

SaO291％･ＣＲＰ１２．４ｍｇ/“。

SPO2とSaO2とが解離している原因はどれか。２つ選べ。

ａ発 熱

ｂ貧血

ｃ不整 脈

ｄばち指

ｅショック

１０２３歳の女性。胸痛を主訴に来院した。昨日、友人とカラオケに行き４時間ほど過ごした後から、

前胸部痛を自覚、翌朝になっても改善しないため来院した。呼吸音は左右ともに減弱し、心雑音

は認めない。触診上、頚部から前胸部にかけて握雪感を認める。

胸部エックス線写真を示す。

P

＝

奄凸

確定診断に有用な検査はどれか。

ａ心電図

b胸部CT

C呼吸機能検査

ｄ気管支鏡検査

ｅ肺血流・換気シンチグラム

Ｌ

－５０１－３－

一難霊崇雪錘亨と熟
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座一一■

この感染症につき正しいのはどれか。

ａマダニ類の毒素により発症する。

ｂ日本国内での発生はみられない。

ｃ広域セフェム系の抗菌薬が有効である。

ｄ診断した医師は１週間以内に最寄りの保健所に届け出る。

ｅ確定診断は主に、間接蛍光抗体法による血清診断で行われている。

心
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下腿部の写真
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胸部エックス線写真最も浸潤の強い紅斑
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骨髄穿刺時に用意されるセットの中身

毒
は

１３７３歳の男性。排尿困難を主訴に来院した。前立腺の右葉に触診で石様硬結を認め、腰痛も訴えて

いる。血清PSA値が1,650,9/１１１０（基準4,9/1110以下）であった。尿検査所見では異常は認めない。

１１図は、北里大学病院において骨髄穿刺時に用意されるセットの中身である。

背色と緑色のシリンジ（注射器）の用途について正しいのはどれか。

ａ青色：骨髄液吸引用一一一一一一一一一一一緑色：末梢血採血用

ｂ青色：麻酔薬用一一一一一一一一一一一一一緑色：骨髄液吸引用

ｃ青色：骨髄液吸引用一一一一一一一一一一一緑色：予備シリンジ用

ｄ青色：麻酔薬用一一一一一一一一一一一一一緑色：末梢血採血用

ｅ青色：予備シリンジーーー一一一一一一一一緑色：麻酔薬用

骨シンチグラム所見を示す。

正しいのはどれか。

ａ勝眺結石

ｂ末期腎不全の状態

ｃ腰椎の造骨性転移

ｄ前立腺肥大症による尿閉

ｅ腰椎の形成不全と二分脊椎

－５０１－５－ －５０１－６－

弓手Ｉｒ
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篭 .

骨シンチグラム

『

１２６４歳の男性。高血圧の既往があったが放置していた。今朝起床時よりめまいと咽吐が出現し、

約５時間安静にして様子を見ていたが、症状が軽快しないため来院した。

来院時撮像したMRI拡散強調画像を示す。

神経学的検査で認められないのはどれか。

ａ右片麻癖

ｂ左軟口蓋麻揮

ｃ左Homer症候群

ｄ右上下肢温痛覚低下

ｅ左上下肢協調運動障害

『
１

■
同

国 ■＆

５
画
、

ＭＲＩ拡散強調画像
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迅

１６６５歳の女性。２か月前から左耳の難聴を認め、同時にふらつきを感じるようになった。最近、

ふらつきは改善しているが難聴が進行しているという。聴力検査上は左耳の中等度の感音雌聴を

認める。SISI検査ではリクルートメント現象陰性であった。鼓膜所見では異常を認めない。頭部

１４２か月の乳児。生直後から両足の変形があり受診した。両足の概観を写真に示す。その他の合

併症は認めない。

MRI検査を示す。診察上眼振は認めない。この患者にカロリック検査を行った。まず行うべき適切な治療はどれか。

ａ経過観察

ｂ装具療法

ｃ嬬正ギプス

．マッサージ

ｅ観血的手術

右耳に冷水を入れたときに予測される結果はどれか。

ａ右向き水平回旋混合性眼振

ｂ左向き水平回旋混合性眼振

ｃ眼振は認めない

ｄ左向き水平眼振

ｅ右向き水平眼振

生

恥
ｉ、

ア
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．‐召し

１５５５歳の女性。右眼の視力低下、眼痛、頭痛、|幅吐を主訴に来院した。矯正視力は右眼（0.01)、

眼圧は46mmHgであった。右眼の前眼部写真を示す。

炉
』

E

君匂＝

ｂ粕、

右眼の前眼部写真

－５０１－７－

頭部ＭＲ|検査

－５０１－８－
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両足の概観

〆

■

この疾患の特徴として正しいのはどれか。

ａ強度近視眼に起こりやすい。

ｂ加齢に伴い発症率が減少する。

ｃ長時間の仰臥位にて眼圧が上昇する。

ｄ長時間の側臥位にて眼圧が上昇する。

ｅ長時間の腹臥位にて眼圧が上昇する。

静や

/膨二
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1830歳の男性｡胸痛および呼吸困難が出現し､経過をみていたが､さらに呼吸困難が進行したた

め、救急車にて来院。来院時血圧140/７０mmHg、著明な低酸素血症を認めた。来院時の胸部エッ

20歳の男性。頭痛の為、MRIを施行した。頭部MRI像を示す。

搬像法の組み合わせで正しいのはどれか。

ａｌ：FLAIR画像２：Ｔ２強調画像３：Ｔｌ強調画像４：ＤＷＩ（拡散強調画像）

ｂｌ：Ｔｌ強調画像２：ＤＷＩ（拡散強調画像）３：Ｔ２強調画像４：FLAIR画像

Ｃｌ：FLAIR画像２：ＤＷＩ（拡散強調画像）３：Ｔ２強調画像４：Ｔｌ強調画像

ｄｌ：ＤＷＩ（拡散強調画像）２：FLAIR画像３：Ｔｌ強調画像４：Ｔ２強調画像

ｅｌ：Ｔ２強調画像２：Ｔｌ強調画像３：ＤＷＩ（拡散強調画像）４：FLAIRm像

1７

クス線写真を示す。

‐
ご
‐
‐
坐

~~一面自司

直ちに施行すべき処置として正しいのはどれか。 手』■

戸轟1F

気管内挿管

酸素投与

胸腔ドレーン挿入

心臓カテーテル検査

ａ
‐
、
Ｃ
１
ｑ
ｅ

－５０１－９－

２

緊急手術

電皇

来院時の胸部エックス線写真

－５０１－１０－
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２１写真から疑われる皮膚悪性腫傷について、正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ一般的な放射線治療が箸効する。

ｂ術後補助療法にはDAyFeron療法がある。

ｃ治療の中心は外科療法（広範切除）である。

ｄ人種差があり有色人種に多く白人に少ない。

ｅ血清中腹傷マーカー（5-S-OD、MIAなど）は病期判定に用いられる。

次の文を読み、１９～20の問題に答えよ。

５８歳の男性｡歩道で倒れているのを発見され救命救急センターへ搬送された。来院時、意識はGCS6

(ElV1M4)。呼吸数30/分、いびき様。脈拍１１０/分。血圧８０/40mmHg・体温36.0℃・ＳｐＯ２８８％（室

内気吸入下)。気道閉塞の恐れがあるため気管挿管を行った。図１に前頚部の身体所見を示す。

臨床写真

１９最も考えにくいのはどれかＣ

ａ肺挫傷

ｂ緊張性気胸

ｃ外傷性心破裂

．肺巾衿寒怜斥

ｅ急性大動脈解離

２２８３歳の女‘性。顔面の皮疹と発熱を主訴に来院した。２日前から悪寒とともに左顔面に発疹が出

現し拡大してきた。体温39℃、赤血球400万、白血球13,000、CRP3.9mg/dCo顔面の写真を示す。
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図'１

、
蕗

２０治療として最も優先順位が低いのはどれか。

ａ 大 量 輸 液

ｂ人工呼吸

ｃ 緊 急 脱 気

．心嚢ドレナージ

ｅ血栓溶解療法

名

ｑ

ｉ ‘

まず行うべき治療はどれか。

ａ紫外線療法

ｂ抗菌薬

ｃ抗真菌薬

ｄ免疫 抑制薬

ｅ副腎皮質ステロイド薬

､くＹ

鍵
‘、ミ

Ｉｈ

－５０１－１１－
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－５０１－１２－

顔面の写真



里■由

「Ｆ
Ｌ
Ｌ

次の文を読み25～27の問いに答えよ。

８０歳の女性。身長145cm，体重50kg･心臓の肉眼所見（Ａ正面、Ｂ割面）を示す。

２３２４歳の女性。２年前に覚醒剤による幻覚、妄想状態の診断で精神病院へ入院したことがある。

退院後は覚醒剤を使用しておらず、半年前からホステスとして働いていた。２か月ほど前から

「仕事がきつい」と同棲中の男性に訴えるようになった。３日前から「家の前にやくざが張り付い

ている」「"死ね”という男の声が聞こえる」と興恋状態となり、同棲中の男性に連れられ、精神

科に来院した。

２５体重50kgの日本人の標準的な心重量として正しいのはどれかｃ

lｏｏｇ

ｌ５０ｇ

２５０ｇ

３５０ｇ

５００ｇ

、
《

ａ
‐
，
Ｃ
１
ｄ
ｅ

Ａ

考えられるのはどれか。

ａ覚醒剤の急性中毒状態

ｂ覚醗剤の身体依存状態

c覚肌剤依存症の離脱症状

ｄ覚醒剤使用中止の反跳現象

ｅ覚醜剤粘神病のフラッシュバック

ゆ
●

『
■
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一一劃睡一

ｌｌｌｌＩ’’’’’’’’’’’’１
劣司

２４５６歳の男性。元来便秘気味で、時々腹痛を自覚していた。最近腹痛が頻回となり、血便も認め

たため来院した。Ｓ状結腸の大腸内視鏡写真を示す。 ー,淵１．A，
肉眼所見（Ａ正面、Ｂ割面）

５３５４錨ら６

■Qー
□

●も治療法として正しいのはどれか。

ａ手術

ｂ 経 過 観 察

ｃ放射線治療

ｄ内視鏡的摘除

ｅ抗痛化学療法

２６心}職の肉眼所見として正しいのはどれか。

ａ粘液腫

ｂ褐色萎縮

ｃ拡張性心肥大

ｄ急性心筋梗塞

ｅ陳旧性心筋梗塞
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入心這
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■■巳あ●

：.’零４

Ｌ ２７心室中隔部のマッソントリクロ

ーム染色を示す。

青染しているのはどれか。

ａ脂 肪

ｂ 心筋

ｃアミ ロイド

ｄ修原線維

ｅ弾性 線維

■
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ア

－５０１－１３－

マッソントリクローム染色

Ｐ

S状結腸の大腸内視鏡写真

－５０１－１４－
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最適な治療はどれか。

ａ冠動脈バイパス術

ｂ心室再同期療法

ｃ薬物治療

ｄ植え込み型除細動器

ｅカテーテル冠動脈形成術

３０６５歳の男‘性。労作時の胸痛を主訴に来院した。胸痛は近所の坂道を上ると出現し、それ以外で２８８か月の男児。上大静脈造影を示す。

Iま出現したことはない。心電図および冠動脈造影を示す。

『

正しいのはどれか。

ａチアノーゼは認めない。

ｂ肺体血流比は1.0以上である。

ｃ上大静脈圧は左房圧より高い。

dNorwood手術待機中である。

eBlalock-Taussig短絡手術後である。

幣韓
Ｌ 』

上大静脈造影

２９６８歳の男性。前立腺がんによる骨転移を腰椎、左肩甲骨、左上腕骨に認めており、腰部と左肩

の痛みを訴えている。

患者の痔痛治療として不適切なのはどれか。

ａ腹腔鏡下前立腺全摘出術

ｂ骨への放射線治療

ｃ非ステロイド性消炎鎮痛薬の経口投与

ｄコデイン（弱オピオイド）の経口投与

ｅ鎮捕補助薬の経ｕ投与

－５０１－１５－ －５０１－１６－



心電図
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３１心電図を示す。直ちに電気的除細動が必要なのはどれか。２つ選べ。
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３２５８歳の男性。１５年前に肉眼的血尿が出現して精査を受け、腎生検によりIgA腎炎と診断されたｃ

治療は受けていたが服薬は不定期であった。仕事は多忙で、血圧は140-160/80-96mmHgで経過し、

次第に血清クレアチニン値が上昇して、２年前には２．６ｍｇ/伽となった。半年前から動'|季と息切れ

を感じるようになった。身長170ｃｍ，体重78kg、血圧166/９４mmHg、下肢に浮腫有。血清総蛋白

6.59/伽、血清クレアチニン値6.8mg/“。

乱
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再
でＣ

課』

‐一議
F李晋一

側■群韓

塵蕊詳‘患計
･凸＆,*

麓，．熟
ら
蟻
簿。

この患者に見られるのはどれか。２つ選べ。

ａ萎縮腎

ｂ小球性貧血

ｃ高リン血症

。起立‘件ｲ氏而斥

ｅ代謝性アルカローシス

罰鋳陸田

Ｐ
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３３経睦超音波断層法による子宮の矢状断面所見を示す｡この時期の血中エストラジオール値(pg/川C）

として、相応しくないのはどれか。

５，ド100E1FmE袖｢弓pl
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ａ 感度以下
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経腔超音波断層法による子宮の矢状断面所見

３４子宮体癌について誤っているのはどれかＣ

ａ日本では雁患数は近年増加している。

ｂタイプＩは高齢者に多い。

ｃ付属器転移は予後に関係する。

ｄ手術進行期0期とは異型増殖症である。

ｅ傍大動脈リンパ節は所属リンパ節である。

－５０１－１９－



血液検査結果

「

Ｆ
魁

４BIalock-Taussig短絡手術の適応はどれか。

ａ大動脈縮窄症

ｂ動脈管開存症

ｃ心内膜床欠損症

ｄ純型肺動脈閉鎖症

ｅ総肺静脈還流異常症

次の文を読み１～３の問いに答えよ。

６５歳の男性。非小細胞肺癌に対してシスプラチンを含んだ抗腫傷薬治療を初めて受けるため入院し

ている。入院時のバイタルサインは血圧120/70mmHg、脈拍70/分、整脈であった。

治療開始４日目に乏尿が出現した。血圧９８/６０mmHg・脈拍４５/分、不整。意識は清明。心音は純

だが、而肺底部にcoarsecracklesを聴取する。腹部診察では異常を認めない。下腿浮腫はない。神経

学的所見に異常はみられない。血液検査結果を示す。

５７３歳の男性。身長165cm、体重58kg・胃癌に対して幽門側胃切除術が予定された。左側臥位で硬

膜外カテーテルを挿入し、十分な酸素投与の後、仰臥位で全身麻酔を導入した。プロポフォール

120mg、フェンタニル１００鵬を投与したところ意識が消失し、呼吸停止した。血圧は134/75mmHgか

ら92/46mmHgに低下し、心拍数は51/mjnとなった。

１この患者の診察所見を生じた原因はどれか。

ａ 高P血症

３モニター心電図は幅の広いQRSを呈している。直ちに投与すべきはどれか。

ａアトロピン静注

ｂグルカゴン静注

ｃインスリン皮下注

ｄケイキサレート注腸

ｅ塩化カルシウム静注

ｂ高K血症

ｃ高Na血症

ｄ高尿酸血症

ｅ 代 謝 性 ア シ ド ー シス

まず行うべきことはどれか。

ａアドレナリン１ｍｇの静注

ｂ胸骨圧迫

ｃ用手換気

ｄ除細動

ｅ観血的動脈圧測定

６２４歳の女性。３年前より健診にて尿蛋白、尿潜血反応陽性であったが放置していた。昨日より咽

頭痛を自覚し、今朝、血尿を認めたため来院。来院時、体温37.4℃、血圧128/８２mmHg、罵桃腺

腫大､発赤あり。尿所見：蛋白（２＋)、尿糖（－)、尿潜血（３＋)。沈澄：赤血球多数/視野、白血球

1-2/視野､順粒円柱(＋)。血液生化学所見：総蛋白7.49/“、アルブミン3.89/〃､尿素窒素１８mg/４４、

クレアチニン0.6mg/〃・腎生検Masson染色標本と蛍光抗体染色（IgA）標本を示す。

【、

２この患者で前問の異常が生じた原因として正しいのはどれか。

ａ腫傷細胞からの放出

ｂ４型尿細管性アシドーシス

ｃ腎機能廃絶による排世不能

ｄ敗血症による乳酸アシドーシス

ｅ抗腫傷薬レジメンそのものに含有

この患者の腎機能の予後の指標として有用なのはどれか。３つ選べ。

ａ血清クレアチニン値

ｂ血清IgA値

ｃ尿蛋白

ｄ尿潜血

ｅｌｆ｢Ｉ序

－５０２－１－ －５０２－２－

皆生検Masson染色標本 蛍光抗体染色（lqA）標本
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１０黄恒を呈する疾患について誤っているのはどれか。

ａ閉塞性黄恒では、灰白色便となる。

ｂ胆襲炎では、腹痛、発熱、黄恒が特徴的である。

ｃ閉塞性黄痘では、間接ビリルピン優位に上昇する。

ｄ肺掴、胆管癌、胆管結石は、閉塞性黄痘の原因となる。

ｅ急性化膿性胆管炎では、腹痛、発熱、黄恒、ショック、意識障害が特徴的である。

７重症卵巣過剰刺激症候群の治療として正しいのはどれか。

ａhCG投与

ｂプロケステロン投与

ｃ腹水吸引除去

．輸血

ｅｈＭＧ投与

１１５０歳の女性。定期健診の血液検査で肝機能障害を指摘され、来院した。症状は特にない。

検査所見

血液所見：Hbl42g/〃、白血球5,400、血小板21万。

血清生化学所見：総蛋白729/伽､アルブミン4.39/伽､IgG1,360mg/伽(基準960～1,960)､IgA1501ng/〃

（基準１１０～410)、ＩｇＭ４９０ｍｇ/(iＯ（基準６５～350)、総ビリルビン０．６ｍｇ/伽、

AST721U/’、ALT651U/、、ALP7121Wf（基準260以下)、γ-GTPlO21U/Ｚ

（基準８～50)。

免疫学所見：ＣＲＰ０．３ｍｇ/伽、ＨＢＳ抗原陰性、HCV抗体陰性、抗ミトコンドリア抗体陽性。

入院の上、施行した肝生検では、小葉間胆管上皮細胞の腫大および核の多層化、門脈域への炎症

細胞授潤が認められた（写真)。

８胎児心拍数陣痛図所見で正しいのはどれか。

ａサイナソイダルパ タ ー ン

ｂリアクテイブパタ ー ン

ｃ基線細変動増加

ｄ基線細変動減少

ｅ早発一過性徐脈

治療薬として最も適切なのはどれか。

ａウルソデオキシコール酸
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１台児心拍数|嘩痛図所見

９２２歳の男性。大学卒業後、現在の会社に就職して６か月になる。会社の寮で生活しているが、ｌ

か月前から、「寮の部屋に監視カメラが付けられている」と言うようになった。この１週間は、「会

社に行くと、自分では臭わないのに、皆が自分のことを“臭い”と言ってくる」と欠勤するように

なった。本日は早朝から寮の部屋の天井に向かって「うるさい、うるさい」と叫んでいるため、上

司に連れられ、精神科を受診。精神保健指定医は、幻覚、妄想状態のため、精神科での入院治療が

必要と判断したが、患者本人は全く病識がなく「自分は精神病なんかじやありませんよ！」と入院

を強く拒否。しかし会社の上司は、「このままじゃ、会社の寮にはおいておけません。ぜひ、入院

させてください」と患者の入院を希望した。

－５０２－４－

ｂ副腎皮質ステロイド薬

ｃコレスチラミン

．リバ ピリン

ｅラシ ブジン

適切な対応はどれか。

ａ直ちに応急入院させる。

ｂ実家の親に至急来院するように連絡する。

ｃ上司を保護者として、医療保護入院とする。

ｄ稗察署に連絡して、措置入院の手続きを進める。

ｅ喚覚の検査が必要であると説明して任意入院させる。

写真

－５０２－３－
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１２前頚部下部に穴の開いている‘患者がいる。 １４４５歳の女性。検診にて胸部異常影を指摘、精査にて縦隔腫蕩が疑われた。

－５０２－６－

､遇
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ｈｌ

Ｉ１Ｉ１ｈ

Ｗ・
申Ｉ

考えられる疾患はどれか。

ａＡＬＳ

ｂ長期挿管後

ｃ舌癌T4手術後

ｄ急性喉頭蓋炎

ｅ下咽頭癌T4手術後

縦隔腫傷と好発部位の組合せで正しいのはどれか。

ａ奇形皿一一一一一一一一一一一一一一一一一前縦陥

ｂ心膜褒胞一一一一一一一一一一一一一一一一後縦隔

ｃリンパ腫一一一一一一一一一一一一一一一一後縦隔

ｄ神経原性腫傷一一一一一一一一一一一一一一前縦隔

ｅ縦隔内甲状腺腫一一一一一一一一一一一一一中縦隔
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１５６２歳の女性。脳ドックを受診し異常を指摘され当院に紹介された。

精査目的に施行された右総頚動脈血管造影検査（正面像．側面像）を示す。

診断として正しいのはどれか。

ａ椎骨 動脈揃

ｂ前大脳動脈癌

ｃ前交通動脈癌

ｄ後大脳動脈猫

ｅ内頚動脈一後交通動脈分岐部動脈癌

』健凸‐

前頚部下部

１３６０歳代の男性。右側腹部痛で近医を受診。腹部超音波検査、腹部造影CTで肝腫揃を指摘され、

当院に紹介された。

患者が持参した造形CTのフィルムは順番がぱらぱらであった。匝傷が撮影されている画像を示す。

『

右総頚動脈血管造影検査（正面像）

－５０２－５－
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河撮影した順番に並べ替えた時、４番目になるのはどれか。
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右総頚動脈血管造影検査（側面像）
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１７６５歳の男性。３か月前から体幹に軽度の癌律を伴う皮疹が多発してきた。写真を示す。１６４８歳の男性。一週前に転倒して顔面を強打した。初診の顔貌とＣＴを示す。

峰度の開口障害は認めるが佼合異常は認めない。

最も存在が疑われる基礎疾患はどれかＣ

ａ 胃癌

ｂ肝硬変

ｃ肺気 腫

ｄ慢性 腎炎

ｅ慢性牌炎

骨折部位はどこか。

ａ頬骨

ｂ前頭骨

ｃ下顎骨

ｄ側頭骨

ｅ鼻 筋 骨

初診の顔貌
Nｉ
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２１４９歳の女性。健康診断にて左腎に占拠性病変を指摘され、精査目的で来院した。

ＣＴ画像（造影動脈相）を示す。

『

２０７６歳の男性。２か月前から歩きにくさが出現し、両下肢のつっぱりと、夜間のふらつきが徐々

に増強するため受診した。

来院時、両側不全対麻揮、両側Babjnsld反射陽性、Romberg徴候陽性。手のしびれはなし。

血圧130/70mmHg、脈拍67/分、整。血液検査：TPLＡ陰性、ＰＲＰ定量価0.0、ＷＢＣ3600、ＲＢＣ

320万、Ｈｂｌｌ８ｇ/〃、Ｈt32.0％、MCVl27L、ＭＣＨ３８ｐｇ、ＭCHO40％、Plt16.0万/〃Ｌ・

頭部MRIで異常なし。５０代に胃癌で手術の既往あり。

１８図は濃厚赤血球輸血（２単位）パックである。正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ放射線照射は輸血後GVHD予防のためである。

ｂ赤血球２単位は、献血者全血200ｍL由来である。

ｃ保存期間中は、室温でゆっくり振鐙させておく。

ｄ赤血球輸血の目安は、ヘモグロビン値６～７９/伽以下である。

ｅ混入している白血球の除去のため、フィルターを通して患者に輸血する。

濃厚赤血球輸血（２単位）パック

塾１ 股も考えられる疾患はどれか。

ａ脊髄ろう

ｂ脊髄梗塞

ｃ脊髄小脳変性症

ｄ頚椎症筋萎縮症

ｅ亜急‘性連合‘性脊髄変'性症

●
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この患者の診断として可能性の高いのはどれか。２つ選べ。

ａ腎遥胞

－

１９３６歳の男性。連日午前２時頃から約３時間の右眼商部痛を主訴として来院した。頭痛時に右球

結膜の充血と流涙を伴う。

来院時、神経学的検査では異常所見を認めなかった。

ｂ腎孟癌

ｃ腎細胞癌

ｄ腎脂肪肉腫

ｅ腎血管筋脂肪腫

治療法はどれか。

ａ抗不安薬内服

ｂ２５％酸素吸入

ｃドパミン桔抗薬内服

ｄアセトアミノフェン内服

ｅスマトリプタン皮下注射

－５０２－９－
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CT画像（造影動脈相）
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右眼の前眼部写真

『

Ｆ
凶

２４１９歳の女性。昨年４月の学校検尿で蛋白尿を指摘されたが放置。１１月頃から脱毛に気づくも受

験ストレスだと思っていた。本年大学入学後も脱毛は改善せず、顔面、四肢のむくみとともに全

身倦怠感が増強し､顔面､四肢の浮腫が出現し６月某病院に入院した｡入院後38℃に及ぶ発熱と全

身性強直間代性厘華を繰り返すようになったため当院に転院した。転院時の現症では意識障害JCS

３０点、血圧138/80、脈拍92/分、整。体温37.8℃、全身の陥凹性浮腫を認める。

検査所見では、尿蛋白７９/日、尿潜血反応２＋、尿沈澄で赤血球円柱・頚粒円柱が多数。血清

アルブミン1.39/〃、糸球体淵過+IteGFR6511l0/分。補体C334mg/似（基準55～100)、抗核抗体640

倍、抗2本鎖DNA抗体２８０１U/、（基準５以下IU/‘）、抗U1RNP抗体陽性、抗Ｓｍ抗体陽性、免疫複

合体高値が判明した。

２２２２歳の男性。バイクで転倒し歩行不能となったため、救急車で搬送されてきた。開放創はなく、

下肢エックス線単純写真で右下腿骨骨折と診断された。数時間後右下腿に著しい腫脹と激しい痔痛

が出現した。

診断に有用な検査はどれか。２つ選べ。

ａ下腿ＭＲＩ

ｂ超音波検査

ｃ区画内圧測定

ｄ血管造影検査

ｅストレッチテスト（漉痛誘発検査）

この患者の診断はどれか。

ａループス腎炎

ｂ原発性糸球体腎炎

cWegener肉芽腫症

dGoodpasture症候群

ｅ顕微鏡的多発動脈炎

２３２３歳の男性。３週間前から右眼の充血、眼脂、流涙が出現し、症状が改善しないため来院した。

擦過標本よりProwazek小体を認め、患側の耳前リンパ節の腫張・圧痛も認めた。右眼の前眼部写

真を示す。

－９警鍾

‘ﾛ左毎画ａ争一

最も考えられるのはどれか。

ａ細菌性結膜炎

ｂ流行性角結膜炎

ｃクラミジア結膜炎

ｄ単純へルペス結膜炎

ｅアレルギー性結膜炎

ロロ

ロ只夕勺一

一選篭嘗鍵､､豊ﾛ曙

２５７２歳の男性。２か月前より微熱と両上肢.Ｆ腿のしびれ感が出現。２週間前から咳欺と血疾が

続くため来院した。血圧162/lO4mmHgo尿検査：蛋白（２＋)、潜血（２＋)、順粒円柱（＋)、

赤血球円柱（＋)、血球検査：白血球8,400、赤血球330万、Ｈb9.99/伽、血小板24.8万、生化学検

査：尿素窒素30Ing/〃、クレアチニン1,63mg/〃、ＣＲＰ5.88mg/〃･胸部エックス線写真を示す。
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診断に有用な検査はどれか。

ａリウマトイド因子

ｂ抗好中球細胞質抗体

ｃ抗DNA抗体

ｄ抗Scl-70抗体

ｅ抗ミトコンドリア抗体
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胸部エックス線写真
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副雑音を聴取しやすい部位はどこか。

ａ頚部

「
Ｆ
、

２８２６歳の女性。赤血球250万、Ｈｂ７８ｇ/〃、Ｈt23％、白血球26,200、血小板6.8万。骨髄穿刺の結果、

異型細胞が有核細胞の約60％を占めた。異型細胞はぺルオキシダーゼ染色陰性であった。図は骨

２６写真に示すインスリン製剤の特徴として正しいのはどれか。

ａ使用前によく混和する。

「

Ｆ
・
耳

髄液のフローサイトメトリ解析で、CD45弱陽性画分のCDl9とCD13の二重染色の結果を示す。ｂ持効型インスリンである。

ｃ静脈内投与が可能である。

ｄ毎食前に投与する。

ｅ作用持続時間は６～８時間であるｃ
鍵跨灘駕鵜’ 最も考えられるのはどれか。

ａＴ細胞性リンパ腫

ｂ急性骨髄性白血病

ｃ急性リンパ性白血病

ｄ成人T細胞性白血病/リンパ腫

ｅ白血化したびまん性大細胞型B細胞リンパ雌

インスリン製剤

２７６２歳の男性。呼吸困難を主訴に来院した。３か月前から労作時呼吸困難を自覚。数分間の平地

歩行でも息継ぎのために休まなくてはならなくなったために来院した。喫煙歴３０本/日、４５年間。

意識清明。体温36.2℃･呼吸数16/分。血圧142/７０mmHg・脈拍80/分、整。ばち指を認める。胸部

エックス線写真・胸部単純CTを示す。

『鯨

pE,ＦＩＴＣは蛍光色素の宅許
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胸部エックス線写真

－５０２－１３－
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窪属、､蜘蕊↓ 、蕨一一ｂ背部上肺野

ｃ背部下肺野

ｄ前胸部上肺野

ｅ前胸部下肺野

ＣＤ１９ＦｌＴＣ

骨髄液のフローサイトメトリ角卑析

－５０２－１４－

２９小児の診察について正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ頭頚部の診察では、まず口腔内を診察する。

ｂ赤い毛髪をみたら、銅代謝疾患を鑑別すべきである。

ｃ腹部の診察で、オリーブ様腫癌を触れたら腸重職症を鑑別すべきである。

ｄ皮間の所見で、色素沈着は歯肉や口唇、頚部、順下、膳、外陰部で確認する。

ｅ胸部の聴診で、rhonchiはwheezeよりも低い音として聴取される呼吸音である。

Ｆ
劃

一

胸部単純CＴ



３２精査の画像を示す。

検査名と病名の正しい組み合わせはどれか。

ａ間内視鏡検査一一一一一一一一一一一一一一早期胃癌

ｂ胃内視鏡検査一一一一一一一一一一一一一一進行胃癌

ｃ大腸内視鏡検査一一一一一一一一一一一一一早期大腸癌

ｄ大腸内視鏡検査一一一一一一一一一一一一一進行大腸癌

ｅ大腸内視鏡検査一一一一一一一一一一一一一潰傷性大腸炎

「

Ｆ
壁

３３７２歳の女性。約３か月前から腰痛が生じるようになり、近医で鎮痛薬、牽引療法により経過観

察されていた。約ｌか月前から感冒症状が持続し、１週間前からめまい、立ちくらみを生じるよ

うになり来院した。

次の文を読み、３０～32の問題に答えよ。

５３歳の男性。毎年定期仙診を受けているが、今回初めて便潜血陽性を指摘され来院した。

３０患者への説明として、適切なのはどれか。

ａ便潜血検査をもう一度行ないましょう。

ｂ大腸癌ですので、手術の準備をしましょう。

ｃ胃の病気の可能性があるので、胃の検査を行ないます。

．大腸の病気の可能性があるので、大腸の検査を行ないます。

ｅ今年が初めての便潜血陽性ですので、来年も陽性なら検査を行ないましょう。

適切な検査はどれか。２つ選べ。

ａ骨髄穿刺

ｂ腰椎穿刺

ｃホルダー心電図

d頭部MRI･ＭＲＡ

ｅ血清免疫電気泳動

３１最初に行う検査はどれか。

ａ便潜血検査

ｂ心電図検査

ｃ腹部CT検査

ｄ胃内視鏡検査

ｅ大腸内視鏡検査

３４４０歳の女性。咽吐、腹痛および下痢を主訴に来院した。

町内会の春季ピクニック大会に出かけ、持参の弁当を食べた２時間後に突然悪心、ＩＩＥ吐、腹痛お

よび下痢がはじまった。体温36.8℃、脈拍84/分、整。血圧114/６８mmHg･心音と呼吸音とに異常

を認めない。

腹部は平坦、軟で、圧痛を認める。肝・牌を触知しない。神経学的所見に異常を認めない。

尿所見：蛋白（－)、糖(一)。血液所見：白血球8,000、赤血球450万､Ｈb14.69/“血小板31万。

血液生化学所見：総蛋白６．８９/〃、総ビリルピン０．８ｍｇ/伽、AST241U/‘、ＡＬＴ２２１Ｕ/４，γ-GTP

3011Ｗ、クレアチニン１．０ｍｇ/〃、Nal41mEq/'、Ｋ4.0mEq/､、CllO2mEq/'、

ＯＲＰＯ２Ｉｎｇ/“・

輸液を行い帰宅させた。２日後の再診で症状は軽快していた。

雨

Ｆ
凶

原因として考えられるのはどれか。

ａ黄色ブドウ球菌

ｂボツリヌス菌

ｃノロウイルス

ｄ腸炎ピブリオ

ｅきのこ毒

■■

精査の画像
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３５０歳の男性。２日間つづく視野の中心部のかすみを主訴に独歩で来院した。身長175ｃｍ、体重

１００kg、血圧230/l30mmHg，脈拍80/分、整。意識は清明、心音は収縮期駆出性雑音を呈し、呼吸

音は清、両下肢には軽度の浮腫を認めた。眼底検査は図に示す通りであった。脳ﾈ''1経IIIから皿は

正常、四肢の神経所見には異常を認めなかった。

尿所見：蛋白（ｌ＋)､糖（－)、潜血（一)。血液所見：白血球9,000､赤血球350万､Hbl1.59/“

血小板２３万。血液生化学所見：アルブミン３．４９/〃、尿素窒素３０ｍｇ/伽、クレアチニン

２．１ｍｇ/伽、Nal38mEq/､、Ｋ４.ｌｍＥｑ/'、OllO3mEq/､、血糖ｌｌＯｍｇ/〃。

「

ｒ
凶

卵巣癌について正しいのはどれか。

ａ日本での雁患数は毎年約12,000人である。

ｂ上皮性進行卵巣癌（Ⅲ、Ⅳ期）の５年生存率は約50％である。

ｃ閉経以降での手術適応は腫痛の大きさが８ｃｍ以上である。

ｄ予後因子のうち腫傷因子では進行期が最も予後と相関する。

ｅ粘液性腺癌は化学療法に高感受性である。

次の文を読み、４～６の問題に答えよ。

５８歳の女性｡ｌか月前より労作時息切れと下腿浮腫を自覚した。１週間目より夜間の寝苦しさを自覚

していたが､本日になり起坐呼吸となり緊急受診した。意識浦明｡脈拍92/分、整､血圧152/80mmHg。

受診時の胸部エックス線を示す。

最も疑われる疾患はどれか。

ａ脳梗塞

ｂ膜性腎症

ｃ悪性高巾序庁

ｄ多発性硬化症

ｅ 良性腎硬化症

潅

一
』当

国
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寧牟

ＬｈＪ■一

蟹ミ酉．」．

２経睦超音波断屈法による妊娠初期の胎鯉（gestation8msac）像の血中hCG値のdiscrjminatoIyzone

（識別域）として正しいのはどれか。

ａ５０～lOOIU/’

ｂ300～50011Ｗ

ｃ1,000～2,00011Ｗ

ｄ5,000～7,0001U/＠

ｅ10,000～12,0001U/、

０

１
胸部エックス線

｢夜間の寝苦しさ」としての特徴はどれか。

ａ仰臥位で楽になる。

ｂ咳唯は併発しない。

ｃ早朝に好発する。

ｄ就寝後ｌ‐２時間に出現しやすい。

ｅ両足を持ち上げたい気分に駆られる。

４

「

ｒ
凶

５本例での胸部エックス線所見で正しいのはどれか。

ａ立位での撮像のため、肺血管影のcephaljzationは肺うっ血としての診断価値がある。

bKjrleyB線は拡張した毛細血管像である。

ｃ左室は拡大しているが、右室は拡大していない。

ｄ心胸郭比の増大は左室径の拡大のみに起因する。

ｅ心不全例での胸部エックス線は臥位での撮像が望ましい。

－５０３－１－
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６緊急受診時に、まず必要な検査はどれか。

ａ心エコー図検査

ｂ動脈血液ガス検査

ｃ血紫BNP股度

．呼吸機能検査

ｅクレアチニンクリアランス測定

Ｒ

Ｉ

眼底検査
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８５６歳の男性。既往歴に高血圧があり、降圧治療中であった。突然激しい前胸部痛と背部痛が出現

し、持続するため救急車にて受診した。来院時、血圧168/９２mmHg、心拍数86/分、整。意識は消

明であった。心電図は洞調律で、ST-T変化はなく、胸部エックス線写真では軽度心陰影拡大を認

めたが、肺野に異常所見は認めなかった。胸部造影CTを示す。

７３０歳の女性。身長160cm、体重60kg･妊娠39週。分娩遷延のため緊急帝王切開術となった。入室

時、血圧138/82mmHg、心拍数80回/分であった。

高比重ブピバカイン2,81112を用いて脊髄くも膜下麻酔を行った１５分後、患者が生あくびを始め、

気分不快を訴えた。血圧74/38mmHg、心拍数45回/分。

この疾患の症状として考えにくいものを２つ選べ０直ちに行う処置として正しいのはどれか。

Ｂ

●扉画ｐ
､創

ａ逆ｎ．endelenburg体位

ｂ抗けいれん薬

ｃ子宮左方移動

ｄ子宮収縮薬投与

ｅ鎮痛薬投与

ａ下肢 虚血

ｂ腸管虚血

ｃ急性I仔不全

ｄ急性心筋梗塞

ｅ心タンポナーデ

－ －一

胸部造影ＣＴ

９７２歳の女性。健診にて胃の異常を指摘され来院した。内視鏡写真を示す。

●句
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ｈｆｏ

可診断はどれか。

ａ胃没 傷

ｂ胃粘膜下腫陽

ｃ２型進行胃癌

ｄＯ－Ⅲ型早期胃癌

ｅＯ－Ⅱｃ型早期胃癌
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１１２８歳の男性。ｌか月前から睡眠を３時間しか取らずに仕事をしていた。この２週間の間に借金を

してまで数百万円の腕時計を買ったり、内分は天才だから先々は社長になると上司に吹聴したり、

些細なことで怒るようになった。心配した家族に勧められて受診した。診察時、会話の内容が次々

と変わり最初に何について話していたかわからなることがあった。気分は爽快で、全く疲れを感じ

ないと話していた。

１０４０歳の女性｡食欲不振､体重減少を主訴に来院◎身体診察所見ではるいそうが見られる以外の異常

所見を認めず｡血液検査にて軽度の貧血をみとめるのみであった｡血清生化学検査：総蛋白7.09/〃、

アルブミン3.59/“ＬＤＨ2701〔Ｗ、尿素窒素16mg/〃、クレアチニン1.0mg/伽OEA30ng/伽（基準

５以下)、CAl9-925U/伽（基準37以下)。上部消化管造影検査およびCT画像を示す。

上部消化管造影検査

ｋ・ぜ; 麹
陛ヨＰ▽、更二

次のうち正しいのはどれか。

正しいのはどれか。

aKaposi肉腫

ｂうっ滞性皮膚炎

ｃ慢性色素性紫斑

ｄ血小板減少性紫斑病

ｅシェンラインヘノッホ紫斑病

ａ４型進行胃癌

ｂメネトリエル病

ｃ悪性リンパ肱

ｄ肥厚性胃炎

ｅ萎縮'性胃炎

この患者の症状として認められないのはどれか。２つ選べＣ

ａ思考滅裂

ｂ観念奔逸

ｃ誇大妄想

ｄ思考吹入

ｅ爽快気分

Ｌ

Ｊ

宮
一

Ｆ
．

ｑ

１２２０歳の女性。１週間前から感冒症状あり、昨日より両下腿に紫斑が出現し来院した。紫斑は浸潤

を触知し、膝関節痛、血尿・蛋白尿が認められた。臨床写真を示す。

「
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凶

当凶竺bL▲

－５０３－５－

臨床写真

－５０３－６－
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CT画像

臨床写真
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１３生後２か月の乳児。生来、眼球突出と四肢の合指（合吐）を認めるｏ眼球突出が強くなってきた

ため紹介受診となった。

１５２０歳の男性。突然の胸痛、咳鰍を主訴に来院。胸部エックス線写真にて右緊張性気胸を認め、緊

急入院し直ちに右胸腔ドレナージを施行した。ドレナージ施行２時間後、咳鰍、熔疾の卿.1,.t、呼吸

困難が出現した。その時点の胸部エックス線写真を示す。

正しいのはどれか。

ａダウン症候群

ｂアペルト症候群

ｃクルーゾン症候群

．ゴールデンハー症候群

ｅピエールロバン症候群

眼球突出

一剰室遡価ワ

ヤド桃・
正しいのはどれか。

ａ膿胸

ｂ急性肺炎

ｃ真菌感染症

ｄ再膨張性肺水腫

ｅ問質性肺炎の急性増悪

ﾑｺ

酷１

合指

１４９歳の男児。１週間前から徐々に頭痛が増強するようになった。昨日より物が二重に見えるよう

になり、本日から反応が鈍くなったため家族に連れられ来院した。頭部ＭＲＩ（造影）所見を示す。

合吐

胸部エックス線写真

１６７０歳代の男性、肝細胞癌の治療のため、血管造影を施行した。術中の画像を示す。

肝動脈塞栓術の適応であることを確認するために、重要な画像はどれか。

－５０３－８－

鱗KW，

－５０３－７－
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頭部ＭＲＩ（造影）所見

Ｌ ‐

認めにくいのはどれか。

ａＩ１Ｅ吐

ｂ意識障害

ｃうっ血乳頭

ｄ早朝時頭痛

ｅ滑車神経麻廊

曲りﾛ
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１９７２歳の女性。心肺停止で救命救急センターに運ばれた。臓器提供意思表示カードを所持していた。

意思表示カードの内容を示す。

１７１２歳の女児。昨日学校で友人と口論となりその後より両側難聴を自覚し来院した。鼓膜所見に異

常は認めない。オージオグラムを示す。

周波数０週・

1２５２５０5001,0002.0004,0008.000

年齢制限が除外項目に該当しない臓器・組織はどれか。２つ選べ。

ａ骨

診断に有用でない検査はどれか。

ａＡＢＲ

ｂＳＩＳＩ

ｃ耳小骨筋反射

ｄ語音明瞭度検査

e自記ｵｰジｵﾒﾄﾘｰ

－２０
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１００

１１０

１２０

１８７２歳の男性。右眼の視力低下を主訴に来院した。矯正視力は右眼（0.01)、左眼（1.2)。左眼の

眼底に異常はみられなかった。右眼の眼底写真を示す。

オージオグラム

肺
眼
皮
心

ｂ
Ｃ
ｄ
ｅ

胴器提供意思表示カード
厚生労働番･(社)日本戯制移随ネットワーク
那才一ｍ師Ⅱ1会、幽坦車咋脆１ｍ”翠pｎＭｐ球

間
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(すべて）
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臓器提供意思表示カード

単純レントゲン写真

２０７５歳の男性。仙骨部の痛みを自覚し整形外科を受診。単純レントケン写真で異常所見を認めたた

め、梢査目的で紹介受診となった。

直腸診で前立腺に硬結を触れ､血清前立腺特異抗原(PSA)値は911,9/１１〃(基準：4,9/1110以下）で

あった。７
考えられるのはどれか。

ａ加齢黄斑変性症

bVogt-小柳-原田病

ｃ網膜静脈分枝閉塞症

ｄ網膜中心静脈閉塞症

ｅ網膜中心動脈閉塞症

､鼠､鼠､鼠

シ輔い
Ｙ‐一べ言

'1１

，‘，斑、
醗敵Ｅ頭、.．－Ｆ当邑呉ゴｱ・

塀

次に行う検査で、正しいのはどれか。

ａ尿流量測定

ｂ勝眺機能検査

ｃ前立腺針生検

ｄ排池性尿路造影

ｅ逆行性尿路造影

１
ｓ
；

も
砲

嫉
戸
－
‐

右眼の眼底写真

甲



右小指外転筋の反復刺激検査結果

「
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凶

２３５９歳の男性。四肢筋力低下と体重減少で受診した。右小指外転筋の反復刺激検査結果を示す。２１５０歳の男性。半年前から運動のあとや明け方などに左足がつりやすくなった。数か月前から駅

の階段を駆け上がると疲れるようになり、ときどき左足でつまずくようになった。しびれや痛み

はなかったが、最近になり、左膝が曲げにくく、突っ張る感じを自覚し、とくに段差もないとこ

ろで転倒したことが数回あり受診した。診察時、左下肢の膝関節を屈曲伸展させた際に、屈曲時

にのみ抵抗を認めた。

¥撞二Rpq画１５g41gIk差２５TIHla具唖ADj

本疾患で認めやすい特徴を選べ。

ａ縮瞳

ｂ筋萎 縮

ｃ発汗過多

ｄ不随意運動

ｅ深部 反射低下

無菌治療に関して誤っているのはどれか。

ａベッドサイドの無菌度はクラス10,000である。

ｂトイレ、シャワーは無菌室内に設置されている。

ｃ見舞客は、患者と窓越しに電話通話で面会できる。

ｄ患者に接する医療者は、ガウンテクニックが必要である。

ｅ腸内感染の予防のため、無菌食および抗菌薬の服用が必要である。

~－１~■Ｖ 『‘頭唖･DDOE.i１脚．ｕ 11JＪ田

…""“1,川,!!l1I1l11l11l川|Ⅲ‐

診察所見で異常を示しやすいのはどれかＣ

ａ指鼻指試験

ｂ手掌一噸反射

ｃロンベルグ徴候

ｄバピンスキー反射

ｅ髄膜刺激徴候

ｌＦＷ１：和7V

『

２４図は完全無菌室の様子である。患者のベッドの天井部からフィルターを通った空気が下りてくる。

造影ＭＲｌＴ１強調画像

２２４８歳の女性。２週間前から起き上がると急に後頭部が引っ張られるような痛みが出現した。安静

臥床ですぐに消失するが起きると頭痛が出現するため寝て過ごすようになった。近医を受診し鎮痛

薬を処方されたが、改善せず当院を受診した。

受診時、一般身体所見には異常なし。ネ''1経学的には、眼底、髄膜刺激徴候も含め異常なし。造形

MRIＴｌ強調画像を示す。

－５０３－１１－ －５０３－１２－

蕊闇雲

最も考えられる診断はどれか。

ａ脳出血

ｂ片頭痛

ｃ群発性頭痛

ｄ〈も膜下出血

ｅ脳脊髄液減少症

完全無菌室の様子
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２６６７歳の男性。健診の胸部エックス線写真で右上肺野に２０ｍｍ大の結節影を指摘されて受診した。

胸部造影OTでは、右上葉に辺縁が毛羽立ち不明瞭で、胸膜陥入像を伴う２４ｍｍの結節影を認めた。

原発性肺癌が疑われたため、気管支内視鏡検査を受けることになった。

２５表は５名の血液疾患患者の血算の結果である。

(慢性期）患者のはどれか。慢性骨髄性白血病

ａ患者Ａ

ｂ患者Ｂ

ｃ患者Ｃ

ｄ患者Ｄ

ｅ患者Ｅ

気管内腔はどれか。
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5名の血液疾患患者の血算の結果
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２９症例：６４歳の女性。

【主訴】眼臓浮腫、脱力

【現病歴】３か月前より両眼臓のむくみ、膝関節痛あり。寝床（布団）からの立ち上がりにつら

さを感じ、時間がかかるようになった。また２週前頃より両肘伸側に皮疹が出現、手

指背側にも皮疹が出現した。某病院皮間科を受診、角化性紅斑を認め、大学病院に紹

介受診。食欲低下とともに倦怠感が強く、約３か月で５kgの体重減少がある。

【既往歴】特記事項なし【家族歴】父；脳梗塞､母；関節リウマチ【生活歴】喫煙20本/F1(20歳から）

【入院時現症】身長158ｃｍ、体重５５．０kg、体温36.8℃、血圧110/64mmHg，脈拍８４/分、整。

意識清明、「Ｉ腔局桃肥大なし貧血なし黄恒なし

表在リンパ節触知せず甲状腺・耳下腺腫脹なし

胸部：心音純、雑音なし、両下肺野に捻髪音を聴取

腹部：肝牌触知せず、圧痛なし

四肢に浮腫なし、近位筋に把握痛あり

両眼臓と両手指の皮疹を示す。

筋力は徒手筋力試験で近位筋に左右対称性に4/5の筋力低下あり。

２７２５歳の男性。近医で胸部エックス線写真で異常陰影を指摘されて受診した。ｌか月前から咳鰍を

認める。

熔疾検査は塗抹培養陰性、クォンティフェロン⑰は陽性であった。

確定診断目的に気管支鏡検査を施行することとなった。

検査を行う際に、肢も重要なのはどれか。

沓
厘５

両眼勝

ｈ rＵ
台１

Ｗ

！ Ｃ

急電み

両 手 指

毎

２８インスリン治療について正しいのはどれか。

ａ皮内に投与する。

ｂ２型糖尿病患者には行わない。

ｃ自己注射の際は、腹壁に投与する。

ｄ中間型インスリン製剤は、追加インスリンとして用いる。

ｅ速効型インスリン製剤は、基礎インスリンとして用いる。

竜琴識

－５０３－１６－
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胸 部 単 純 エ ッ ク ス 線 正 面 像
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３０６５歳の女性。両上下肢感覚低下、左手の脱力．右足の下垂足、下肢皮疹を主訴に来院。

現病歴：ｌか月前より両下腿に点状出血斑・両大腿に有痛性の皮疹が出現。近医で投薬を受けて

いたが改善がなかった。２週間前より両上下肢感覚低下、左手のもののつかみにくさ、

右足の下垂足が出現、徐々に悪化するため来院した。

既往歴：６０歳時から気管支'瑞息の診断でロイコトリエン受容体桔抗剤の内服を受けている。

現症：両上下肢末梢の感覚低下、特に左手のｌ～３指と４指母指側および右下腿外側では感覚

麻仰を認める。左手はいわゆる猿手、右足の下垂足を認める。

検査所見:WBC11,900/“､白血球分画・好中球52%､好酸球28%､ﾘﾝパ球１５%､ECP66胆/0

【入院時検査成績】

尿異常なし、便潜血反応陽‘性

血液カス分析(室内気)PＨ7.478､PCO233.6tolT､PO2655torr,HOO了25.lmmoW､ＳｐＯ２９７､0％、

血算：白血球数4,800、赤血球数290万、Ｈｂ８，８９/“血小板数24.0万、生化学:総蛋白５．８９/〃、

Alb,2.89/似、総ビリルビン０．４mg/伽、GOTl531U/Ｉ、GPT451U/９，ＣＫｌ,2021U/２（基準160以下)、

血清クレアチニン0381109/〃､.アルドラーゼ１４．８Ｕ/’（基準く6.1)、ＫL-61,230Ｕ/11,’（基準く500）

免疫：ＣＲＰ１．４ｍｇ/“抗核抗体く40倍、抗アミノアシルtRNA合成酵素抗体は陰性

胸部単純エックス線正面像、胸部CT単純、肺野条件像を示す。

(基準く14.7)、ＩｇＥ９１９Ｕ/〃（基準く170)ｃ

考えられる疾患はどれか。

ａ皮府筋炎

ｂ成人スチル病

ｃベーチェット病

ｄ血球貧食症候群

ｅ全身性エリテマトーデス

－５０３－１８

Ｚ言〆』ー唾

この患者で陽性となるのはどれか。

ａ抗SSA抗体

ｂ抗CCP抗体

ｃ抗セントロメア抗体

ｄ抗Jo-I抗体

ｅ抗好中球細胞質抗体

－５０３－１７－

３１生後３日の新生児。胆汁性咽吐と腹部膨満を主訴に産院から救急搬送された。

‐
’
‐
‐
１

除外できる疾患はどれか。２つ選べ。

ａ腸重積症

ｂ腸回転異常症

ｃ先天性回腸狭窄症

。肥厚性幽門狭窄症

ｅ先天性食道閉鎖症

「

Ｆ
匙

胸部CT単純、肺野条件像

３２新生児の呼吸障害について正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ胎便吸引症候群は、早期産児に多い。

ｂ新生児一過性多呼吸は、肺水の欠乏により発症する。

ｃ未熟児無11乎吸発作は、中枢神経の未熟性が関与している。

ｄ新生児一過性多呼吸は、無気肺と肺気腫とが混在している。

ｅ叩吟は肺胞の虚脱を防ぐための防衛反応で、呼吸困難症状のひとつであるｃ

ロ

凸Ｔ承一
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３３４０歳の男性。耳鳴を主訴に来院。この時点で疾患Xである確率は１０％と考えられた。そこである

検査をしたところ陽性であった。この検査結果を考慮した場合、この男性が疾患Xである確率は検

査をする前の何倍か。但し、疾患Ｘに対するこの検査の感度は70％、特異度は80％である。

ａ1.5倍

ｂ2.8倍

ｃ4.6倍

ｄ7.0倍

ｅ13.6倍

３４７８歳の男性。約１２年前から糖尿病、高血圧で近医にて内服治療を受けている。昨年実施した頚動

脈超音波検査で左内頚動脈に動脈硬化性粥腫（max-IMT：２．３ｍｍ）を指摘され、現在抗血小板薬の

内服を併用している。約１週間前から、上腕に紫斑を認めるようになり来院した。

適切な検査はどれか。２つ選べ。

ａＦＤＰ

ｂＤ－ｄｊｍｅｒ

ｃ出血時間

ｄ血小板粘着能

eRumpel-Leede試験

－５０３－１９－

Ｆ
凶



写 真

Ｆ
§

３４６歳の男性。右上腕骨骨折に対し全身麻酔下で観血的骨接合術中に突然、血圧が１０５/60mmHgか

ら77/41mmHgに低下した。

子宮頚癌について誤っているのはどれか。

ａ発生過程においてヒトパピローマウイルス（HPV）が関与しているｏ

ｂＨＰＶ－ＤＮＡはヒト精液中の上皮細胞に存在する。

ｃHPV感染頻度は40歳以降の女性で60％以上である。

ｄ臨床進行期０期の癌では子宮温存が可能である。

ｅ避妊用ピルの服用はリスク因子となる。

ｌ
雲
Ｉ
Ⅱ

脳に酸素を供給するために、重要ではないのはどれかＣ

ａ動脈血二酸化炭素分圧を上げる

ｂ心係数を上げる

ｃ動脈巾序を上げる

ｄ血糖値を上げる

ｅ動脈血酸素分圧を上げる

２３３歳の男性。２週前に腰痛のため近医を受診し、消炎鎮痛薬を処方され内服していた。５日前か

ら微熱と倦怠感が出現。再受診し、尿検査、血液検査を行なったところ、専門医の受診を勧められ

紹介受診した。

血圧120/70ｍｍＨｇ、体温37.5℃･胸部、腹部に異常を認めない。両側CVAに叩打病を認める。下

腿浮腫なし。尿所見：蛋白（±)、潜血(一)、亜硝酸塩(一)。血液所見：赤血球450万､Ｈb16.09/〃、

血小板２０万、白血球10,000．血液生化学所見：尿素窒素４０ｍｇ/d､、クレアチニン１．５ｍｇ/〃、尿酸

３．８ｍｇ/〃、Nal40mEq/０，Ｋ3,3mEq/０．超音波検査にて両側腎臓の軽度腫大を認める。

尿沈置で見られたものの写真を示す。

４病理検査に用いる染色法と目的の組み合わせで、正しいのはどれか。

aCongored染色一一一一一一一一一一一一一一一一一基底膜の検出

bMassonmchrome染色一一一一一一一一一一一一一一アミロイドの検出

ｃＥｖＧ（elasticavanGieson）染色一一一一一一一一一癌細胞の血管侵襲の有無

ｄＰＡＳ（penodicacid-Schjff）染色一一一一一一一一一修原線維の染色

ｅＰＡＭ（periodicacid-methenamjnsilver）染色一一一一多糖類検出

､

。､さず｡

f患．翻創”．瞳

考えられる疾患はどれか。

ａ 痛 風 腎

ｂｌｌ剃光炎

ｃ急性間質性腎炎

ｄ急性糸球体腎炎

ｅ巣状糸球体硬化症

｡.､､､鼻蝋嶋､…

域/毒f蕊潤
熱：撚寧｡､:鵠。

“鷺‘胤職…雛廻

５２２歳の女性。派遣社員として働いていたが、契約終了のため解雇された。その後から体調が悪い

とベッドにいることが多くなった。家族が話しかけても上の空で全く反応しないことが増え、服を

替える途中や歯を磨きながら動作が数分止まっていることもあった。家族がどうしたのか尋ねても

「何でもない」というばかりで、自分が止まっていることに気づいていない様子であった。ノート

に「世界が滅亡する、悪魔がとりついている」などの書き込みがあるのを母親が発見し、両親が相

談のために精神科を受診した。

【、

正しい対応はどれか。

ａ訪問看護を導入する。

ｂ抗梢神病薬を処方する。

ｃ内科を受診するよう勧める。

ｄカウンセリングの導入を勧める。

ｅ本人を連れて受診するよう勧める。

噂

守 命｡

『~ｏ

ｒ，＆ ‘hロ

蟻蔦．
沈溺識

乱

臣月β､．，ノ

－５０４－１－

写 真

－５０４－２－
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次の文を読み、７～９の問題に答えよ。

７０歳の男性。喫煙指数は1,000．他診の胸部エックス線写真で異常陰影を指摘され来院。胸部エッ

クス線写真、胸部造影CT写真および病巣の組織像を示す。

６４歳の女児。１歳時に炊飯器の蒸気で熱傷を受傷した。成長に伴って指の伸展が困難になっている。

植皮の方法として正しいのはどれか。

ａ啓部からの分層植皮

ｂ頭皮からの分層植皮

ｃ耳後部からの全層植皮

ｄ土踏まずからの全届植皮

ｅ反対側の手掌からの全届植皮

お酢！-.一百

－５０u4－４－

ー＝

伊

－５０４－３－

§苫

９診断はどれか。

ａ肺腺 癌

ｂ肺小細胞癌

ｃ肺扇平上皮癌

．悪性リンパ腫

ｅ肺サル コ イ ド ー シ ス

病巣の組織像

７Ａの示すのはどれかＣ

ａ気管

ｂ肺動脈

ｃ大動 脈

ｄ下大静脈

ｅ上大静脈

８Ｂの示す病巣部位はどれか。

ａＳ１＋２

ｂＳ３

ｃＳ５

ｄＳ６

ｅＳ１ｏ

胸部エックス線写真 胸部造影CT写真



診断のための検査として適切でないのはどれか。

ａ下肢単純エックス線撮影

ｂ下肢超音波検査

ｃ腰部MRI検査

ｄ腰部CT検査

ｅ脊髄腔造影

「

Ｆ
Ｌ

１０６０歳の男性。左頚部腫癌を主訴に来院した。

５０歳時にアルコール性肝障害を指摘されたことがある。飲酒は日本酒３合/日を40年間。喫煙は

２０本/日を50年間。

左頚部に５×３cm大の表面平滑、弾性硬のリンパ節腫脹を触知した。前医で頚部腫痛の針生検が

行われ、馬平上皮癌が検出されている。初診時の鼻咽腔フアイバースコープ所見を示す。

１３６９歳の男性。健康診断で胸部異常陰影を指摘され、来院した。喫煙40本/日を49年間続け

胸部エックス線写真で左肺門部に服噛影を認め、略淡細胞診でOlassVが複数回認められた。

喫煙40本/日を49年間続けている。

可能'性が高い組織型はどれか、２つ選べ。

ａ 腺癌

ｂ肩平上皮癌

ｃ大細胞癌

ｄ小細胞癌

ｅカルチノイド

１２４５歳の女性。頭痛がするため近医を受診し頭部MRIを撮ったところ、異常を指摘され、受診した。

頭部MRIＴ２強調画像を示す。同部は拡散強調画像で等信号、Ｔｌ強調画像で低信号、造影効果はみ

られなかった。

この疾患で考えられるのはどれか。

ａ喚覚低下を伴う。

ｂ顔面利I経麻源を伴う。

ｃ反回神経麻郷を伴う。

ｄパピローマウイルスが発症に関係する。

ｅ治療は化学放射線療法が第一選択である。

１４糖尿病のシックデイについて正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ低血糖になる。

ｂ悪性腫蕩の合併が原因である。

ｃ２型糖尿病患者にもみられる。

ｄ治療はステロイド点滴静注である。

ｅ食事が摂れなくてもインスリン注射は中止しない。

ファイバースコープ所見

１１６６歳の男性。５年前から両下肢の痛みと陣れを自覚していた。痛みとしびれは歩行により増強する。

『

１５食道癌の治療について正しいのはどれか。

ａ放射線照射は効果がない。

ｂ免疫療法が第一選択である。

ｃ化学療法により根治することが多い。

ｄ胸部食道癌への到達経路は右開胸が多い。

ｅ胸部中部食道癌のリンパ節郭清は縦隔のみ行えばよい。

－５０４－５－ －５０４－６－

診断はどれか。

ａ脳膿傷

ｂ皮質下出血

ｃ多発性硬化症

ｄ海綿状血管I亜

ｅ多発性脳梗塞

ｌ
‐
Ｉ

頭部ＭＲｌＴ２強調画像
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次の文を読み、･１８～20の問題に答えよ。

５８歳の男性。ｌか月前より発熱が出現し、近医での風邪薬処方で容易に解熱するも服薬の終了とと

もに発熱を繰り返した。’週間目より呼吸困難が出現し、改善しないために受診した。受診時の指尖

所見を示す。

１６富山県在住の70歳の女性。1978年頃より、股関節痛、歩行困難、肋骨痛が出現していたが放世し

ていた。歩行困難が顕著になったために、1970年に病院受診、６か月の治療期間において、大腿骨の

エックス線写真で図のような所見を呈した｡病院受診時の血液検査では血清Ca7.8mg/“Ｐ2.1唾/〃

の結果を得た。また尿中にβ2-ミクログロブリンの排池を見た。

|州

１８問診において重要な項目はどれか。２つ選べＣ

ａ心雑音の指摘歴

ｂ普段の連動習佃

ｃ睡近の観血的医療処置歴

．学 歴

ｅ喫煙歴

この患者に予想される所見はどれか｡

ａ振雌

ｂ骨硬化症

ｃ腹部揃痛

ｄ求心性視野狭窄

ｅ近位尿細管再吸収障害

勘.

■

山

＄

包
り

－５０４－７－

指尖所見
聖 ‘鴇
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【

１７正常分娩で正しいのはどれか。

ａ骨盤入11面で矢状縫合は縦径に一致する。

ｂ第１回旋により前後径周囲で進入する。

ｃ小泉門は仙骨側に回旋する。

ｄ骨盤淵部で矢状縫合は斜径に一致する。

ｅ第３回旋で矢状縫合は横径に一致する。

「

Ｆ
凶

図大腿骨のエックス線写真

１９確定診断に必要な検査はどれか。２つ選べ。

ａ血液細菌培養

ｂ心エコー図検査

ｃ運動負荷心電図

．脳波

ｅ全身骨エックス線

－５０４－８－

。ーー

←

強 療３ヶ月幾審パ

Ｉ

W
<￥Ｅ１ ２０初期治療として正しいのはどれか。

ａ緊急冠動脈形成術

ｂ組織プラスミノーゲンアクチベータ静注

ｃ電気的除細動

ｄ適正な抗生剤の長期大量投与

ｅペースメーカー植込術

治療前
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次の文を読み、２４～25の問題に答えよ。

１８歳の男子｡50cc原付自転車運転中に大型トラックと接触し受傷｡救命救急センターに搬送された。

意識はJCSlOO、呼吸数40/分。右側胸部に握雪感を認め、右呼吸音は減弱していた。酸素100投与で

SaO288%で､補助換気を施行したところ、血圧が低下し､換気が困難になったため、挿管して呼吸

管理を施行した。挿管後の胸部単純エックス線写真を示す。

２１感染性心内膜炎のリスクとならないのはどれか。

ａ心房中隔欠損症

ｂ心室中隔欠損症

ｃ大動脈弁狭窄症

ｄ大動脈弁閉鎖不全症

ｅ僧帽弁閉鎖不全症

2５直ちに行うべき処置はどれか。

ａ気管切開

ｂ胸腔穿刺

ｃ開胸 止血術

ｄ心嚢ドレナージ

ｅ人工呼吸療法（内固定法）

B詞

２４所見として誤っているのはどれかＣ

ａ頚静脈怒張

ｂ皮下気腫増悪

ｃ右側胸郭の膨隆

ｄ中心静脈圧の低下

ｅ頚部気管の左側への偏位

２２クローン病について正しいのはどれか。

ａ女性に多い。

ｂ血便を伴うことが多い。

ｃ本邦では減少傾向にある。

ｄ手術適応は腸管の狭窄が多い。

ｅ栄養障害を伴うことは稀である。

１

２３３２歳の男性。昼食後から全身の掻捧感と発疹で夜間救急外来に来院した。体温36.2℃、脈拍

８０/分、整。血圧120/64ｍｍＨｇ・意識は清明で会話もできる。掻肥に一致して写真のような皮疹を

認め、色素沈着を残していない。

11Ｊ'

『

挿管後の胸部単純エックス線写真

Ｉ

最も考えられるのはどれか。

ａ急性蔀麻疹

b結節性紅斑

ｃ尋常性乾癖

ｄ接触皮間炎

ｅ伝染性股伽疹

Ｐ

－５０４－９－ －５０４－１０－
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右眼光刺激

「

Ｆ
凶

２７３２歳の女性。左眼の視力低下を主訴に来院した。矯正視力は右眼（1.0)、左眼（0.3)。右眼およ

び左眼へ光刺激を行った時の写真を示す。

２６図１において☆印のCT値がもっとも近いのは図２のａ‐ｅのうちどれかｃ

ＨＵ１０００

「

Ｆ
Ｌ

考えられる病変部位はどれか。

－５０４－１１－

侭雲罰
＝ー

左眼光刺激

ａ右視ﾈ''１経

ｂ左視 神経

ｃ右動眼神経

ｄ左動I財''１経

ｅ左外転神経

１
１ 『悪電w論： 』Ｖ
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『

２８７２歳の男性。昨日突然の肉眼的血尿を認め来院した。勝眺鏡検査の所見を示す。 ２９軽度の牌腫を触診するのに最も適した体位はどれか。

ａ立位

ｂ仰臥位

ｃ半座 位

ｄ左側臥位

ｅ右側臥位

外来での対応で正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ術前検査を予定した。

ｂ外科依頼を予定した。

ｃ止血剤で経過観察した。

ｄ抗生剤で経過観察した。

ｅ上部尿路検査を予約した。 ３０４１歳の女性。３９℃の弛張熱、咽頭痛を主訴に近医を受診した。咽頭炎と診断されセフェム系抗

菌薬が処方された。症状は改善せず、カルバペネム系抗菌薬に変更されたが治療に反応しなかっ

た。また手首、肘、肩、膝の関節痛、発熱時に紅斑を認めるようになった（写真)。症状が３週間

以上持続するため、当院を紹介され受診した。

白血球12,000（好中球90％)、赤血球350万、ＨｂｌＯＯｇ/〃、Ｈt35％、血小板40万、AST58IU/0、

ALT601U/'、抗核抗体陰性、リウマトイド因子陰性。
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本症に合併するのはどれか｡２つ選べ。

ａ脳梗塞

ｂ肺高血序症

ｃ血球貧食症候群

ｄ播祁性血管内凝固症候群

ｅネフローゼ症候群
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写真勝既鏡検査
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３４２１歳の女性。尿検査の結果を示す。

尿一般検査：比重1.020、ｐＨ5.0、蛋白(3＋)、糖(一)、ウロビリノケン(土)、ビリルピン(一)、

ケトン体(一)、潜血(4＋）

尿沈澄：赤血球多数/I亜F、白血球21~25/HPF､頼粒円柱(＋)、赤血球円柱(＋)、変形赤血球(＋)。

次の文を読み、３１～33の問題に答えよ。

２歳の男児。数日前より咳蝋と鼻汁を認め近医を受診し、上気道炎の診断で去疾薬を処方された。

夜になって咳噺が増強し、吸気性瑞鳴を認めるようになり、睡眠障害を主訴に救急外来を受診した。

受診時、体温37.0℃、心拍数130回/分、呼吸数25回/分、血圧108/56mmHg、ＳｐＯ２９８％（roomair）

胸骨上街の陥没呼吸を認めた。|Wif泣時榎声を認め、犬吠様咳蝋を呈した。聴診上、吸気性端鴫を著明

に聴取した。心音、腹部所見に明らかな異常所見はなかった。

喉頭高圧エックス線写真を示す。

Ｃか
こ
体
孟
管
眺
道

ど
球

は
糸
腎
尿
勝
尿

変病
ａ
ｂ
Ｃ
ｄ
ｅ

園

bＹ

瀞’
鞍卜

蕊池
馬

司局

３１この患者で異常なVitalsignはどれか。

ａ体温37.0℃

ｂ呼吸数25回/分

ｃ心拍数130回/分

．血圧１０８/56ｍｍＨｇ

ｅＳｐＯ２９８％（roomajr）
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喉頭高圧エックス線写真
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３２この患児にまず行うことはどれか。

ａ静脈路を確保して血液検査を行う。

ｂ上気道狭窄を考え経鼻8jrw2Wを挿入する。

c原因検索の為にｳｲﾙｽの迅速検査を行う｡

ｄ酸素飽和度を確認しながら酸素投与を行う。

ｅＩ席泣により呼吸状態が悪化することを考えて鎮静剤を投与するｃ

３３この疾患に対する次の処置として適切なのはどれか。

ａ抗菌薬の投与

ｂβ刺激薬の吸入

ｃエピネフリン吸入

ｄ気管支内視鏡検査

ｅ抗アレルギー剤の投与

－５０４－１６－－５“－１５－



２甲状腺癌の術後合併症について正しいのはどれか。

ａ副神経麻揮により三角筋が萎縮する。

ｂ乳び漏に対してはタンパク制限食が有効である。

c反回神経吻合は声帯の動きを回復するために行う｡

。上喉頭神経外枝の麻嘩は胸骨甲状筋を弛緩させる。

e甲状腺機能低下症に対してはﾎﾙﾓﾝ補充療法が有効である。

Ｆ
＆

４６０歳の男性。突然の右腰背痛と肉眼的血尿を主訴に来院した。

尿沈澄：赤血球１００以上/l視野、白血球ｌ～3/l視野。腹部単純エックス線を示す。

４５歳の女性。１年前より３か月に１回程度の頻度で耳閉塞感を自覚していた。３か月前にその症

状の頻度が増加し、加えて30分持続する回賑性めまいを認めた。本日朝から耳閉塞感を感じていた

が、昼より耳閉塞感に加え、大きな音が響く症状と冷蔵庫の雑音の様な耳鳴りが生じ、回転性めま

いを認めたため、救急外来を受診した。受診時、強いめまい感と定方向性の水平回旋混合性眼振を

５２３歳の女性。ピアス部に写真のような皮疹が出現した。

Ｆ
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考えられる結石はどれか。

ａ尿酸 結石

ｂシスチン結石

ｃサンゴ状結石

ｄキサンチン結石

ｅシュウ酸カルシウム結石

行うべき検査はどれか。

ａ皮内試験

ｂ貼布試験

cTzank試験

ｄ最少紅斑量試験

ｅリンパ球刺激試験

画
髭
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300ｔ
袖0１認めていた。

『

【この疾患の特徴で誤っているのはどれか。

a病状が進行すると全周波数で中等度の雌聴になる｡

ｂ女性に多い疾患である。

ｃ診断にはグリセロールテストが有効である。

ｄ温度刺激検査で半規管麻庫（CP）を呈する。

ｅ強い回転性めまいは、連続して２日以上続くことが多い。
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腹部単純エックス線

糖尿病型はどれか。２つ選べ。

ａ空腹時血糖値９６mg/CM，負荷後２時間血糖値202mg/伽

ｂ空腹時血糖値１０８蝿/〃、負荷後２時間血糖値168ｍｇ/伽

ｃ空腹時血糖値117mg/〃、負荷後２時間血糖値176ｍｇ/cＭ

ｄ空腹時血糖値129mg/“負荷後２時間血糖値140mg/〃

ｅ空腹時血糖値120噸/〃、負荷後２時間血糖値191mg/“
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３７５gOGTTの結果を示す。
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８経睦超音波断層法による子宮の矢状断面所見を示す。６２５歳の女性。２か月前から１日５回の下痢と粘液が出現した。２週前より粘血便となり、１日１０

回へ増加し、腹痛も伴うようになり来院した。大腸内視鈍所見を示す。
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この時期に行われない検査はどれか。

ａルビンテスト

ｂ色素通水法

ｃ子宮卵管造影

．フーナーテスト

ｅ子宮内膜日付診

■
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まず治療に用いる薬剤はどれか。

ａＨ２受容体桔抗薬

ｂ塩酸バンコマイシン

ｃプロトンポンプ阻害薬

ｄ５－アミノサリチル酸製剤

ｅ非ステロイド消炎鎮痛薬（NSAIDs）
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９１１歳の女児。口渇と倦怠感を主訴に来院した。２週前に咽頭痛があり、３９℃台の発熱が２日続い

た。１週前から口渇と倦怠感が続いている。身長137ｃｍ、体重25kg･体温36.5℃・呼吸数30/分。脈

拍１０４/分、整。血圧108/74mmHg・甲状腺の腫大は認めない。尿所見：蛋白（一)、糖３＋、ケト

ン体３十．血液生化学所見：空腹時血糖３９４ｍｇ/伽、ＨｂＡｌｃ７,2％、総蛋白６．８９/〃、クレアチニン

０．８ｍｇ/伽、総コレステロール184ｍｇ/〔"。

、
因pHbpRlZpE9CEnI

大腸内視鏡所見

ｐＵｎﾛｴﾛ０記

Ｉ 経睦超音波断層法による子宮の矢状断面所見

昼

－５０５－３－

７７１歳の男性。冠動脈３校病変に対･して、全身麻酔卜．に冠動脈バイパスグラフト術中である。

治療方針の決定に有用なのはどれか。２つ選べ。

ａ Ｆ 皿

ｂ抗核抗体

ｃ血清カリウム値

ｄ動脈血ガス分析

ｅ経口ブドウ糖負荷試験

肺動脈カテーテルと最も関連が小さいと思われるのはどれか。

ａ心係数

ｂ動脈血酸素飽和度

ｃ熱希釈法

ｄ末梢血管抵抗

ｅ混合静脈血酸素飽和度

－５０５－４－
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１３６５歳の男性。咳噸と労作時呼吸困難を主訴に受診した。胸部異常陰影を指摘され、精査目的で

気管支鏡検査（左ＢＩで気管支肺胞洗浄、左Baで経気管支肺生検）を施行した。検査後に左胸痛の

出現、咳吸と呼吸困難の増強を認めた。

気管支鏡検査前の胸部エックス線写真および胸部単純CTを示す。

次の文を読み、１０～１２の問題に答えよ。

３３歳の男性。乾性咳、呼吸困雌感を主訴に来院した。身体所見：身長170ｃｍ，体重54kg・体温

37.6℃･脈拍104/分、整。血圧120/７０mmHg・顔面蒼白で口唇にチアノーゼを認める。胸部エックス

線を示す。

経気管支肺生検組織で問質性肺病変とグロコット染色に染まる病原体が確認された。血液所見：

白血球12,800(梓状核好中球７％、分様核好中球78％、好酸球３％、好塩基球１％、単球８％、リン

パ球３％）血小板22万。免疫学所見：ＯＲＰ８．０ｍｇ/〃ｏＣＤ４陽性Ｔリンパ球数４５（基準800～1,300)、

β-,-グルカン２４６ｐｇ/1110（基準20以下)。ＨⅣ-RNA定量1.5×１０５（リアルタイムpCR法)。これらの経

過からＳＴ合剤とステロイド薬の併用療法を行い改善している。

原因として最も考えられるのはどれか。

ａ 気胸

ｂ大動脈解離

ｃ急性心筋梗塞

ｄ肺血栓塞栓症

ｅ肺炎随伴性胸膜炎

凸且凸

１０肺炎の原因となる病原微生物はどれか。

aStreptococcuspneumonlae

bMycoplasmapneumomae

cPneumocystisjimvecl

dAspelgmusfUmigatus

eCytomegalovims
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正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ治療に副腎皮質ステロイドは禁忌である。

ｂ問１１の治療は極力継続すべきである。

ｃ治療開始によりウイルスが耐性化したのが原因である。

ｄ治療開始によって免疫応答能が改善することに関連する。

ｅ治療開始によって免疫応答能がさらに低下することに関連する。
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胸部エックス線
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胸部エックス線写真 胸部単純CＴ
１１原疾患の治療に用いられる主な薬剤はどれか。２つ選べ。

ａエラスターゼ阻害薬

ｂプロテアーゼ阻害薬

ｃプロトンポンプ阻害薬

ｄシクロオキシケナーゼ阻害薬

ｅリバーストランスクリプターゼ阻害薬

１２問１１の治療を開始後、２週間に、ＣＤ4陽性Ｔリンパ球数の増加にも拘らず、38.9℃の発熱、乾性

咳、呼吸困難の症状が再び出現し、肺炎の再発が見られた。



眼球運動障害

Ｆ両

1ｋ

次の文を読み、１６～１８の問題に答えよ。

５７歳の男性。車運転中に突然頭痛、咽気が起こったため、そのまま病院を受診した。診察時の意識

は清明で、脳神経学的には特に異常所見を認めなかった。血圧145/75mmHg・脈拍７２/分。持続する

頭痛を訴えていたため、頭部CTスキャン検査を行った（図ｌ)。検査の結果、即日入院を勧め、翌日

の検査を計画した。入院当日の深夜、突然の意識障害に陥った。意識レベルはＧＣＳ４点で除脳硬直

姿位をとっていた。緊急頭部CTスキャン検査を行った（図２）。

１４４５歳の女性。１週間前に下痢をし、昨日から複視とめまいが出現し受診した。頭痛、発熱、四

肢筋力低下、感覚障害はないが、深部反射は低下し、四肢の協調運動障害を認めた。眼球運動障

害を示す。

病態に関与している抗体はどれか。

ａ抗Hu抗体

ｂ抗GQlb抗体

ｃ抗Ach受容体抗体

ｄ抗電位依存性Kチャネル抗体

ｅ抗電位依存性Caチャネル抗体

不適切なのはどれか。２つ選べ。

１６図１のCT画像で疑うべき疾患はどれか。

ａ高巾序性脳内出血

ｂ慢性硬膜下血腫

ｃ<も膜下出血

ｄもやもや病

ｅ脳塞栓症

１５７３歳の男‘性。左眼付近の顔面を強打し、視力低下および複視を主訴に来院した。左眼の視力は

０．２（0.5xcyl-200Axl20)、眼圧は２１mmHg・眼底は特に異常を認めなかった。左眼の前眼部写真

を示す。
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f急畠画“冠：段画訟→錘， Ｅ函江

頭部CTスキャン検査（図２）
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頭部CTスキャン検査（図１）

１７図２の時点で病態確認のため急ぐべき検査をあげた。

ａ腰椎穿刺髄液検査

ｂ脳血管撮影

ｃ脳SPECT

d脳３ＤCＴＡ

ｅ脳ＭＲＡ

左眼の前眼部写真

|鰯患Ｉ愚､

』

１８治療法で適切なのはどれか。２つ選べ。

ａ外減圧開頭血腫除去術

ｂ動脈揃クリッピング術

ｃ定位的血腫除去術

ｄ穿頭血腫除去術

ｅ血栓 溶解術

Fdの 謝股も適切な治療はどれか。

ａ超音波乳化吸引術

ｂ水晶体迩内摘出術

ｃ水晶体愛外摘出術

ｄ全届角膜移植術

ｅ線維柱帯切除術
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１９２５歳の男性。自転車走行中に転倒して右下腿に長さ３ｃｍ、深さ３ｃｍの挫創を負った。創内には

砂や小石が多数見られる。

２１６３歳の男性。２５歳時から２年間肺結核に対して内服治療を受けた。５年前より下肢の浮腫が認

められるようになった。最近息切れと食欲低下が強くなって来たため来院。胸部エックス線写真

と胸部造影CTを示す。

心

誤っているのはどれか。

ａ十分に洗浄する。

ｂ抗菌薬を処方する。

ｃ表層のみ縫合する。

d出血部位を焼灼止血する。

ｅ挫滅組織をデブリドマンする｡

１
，
Ｊ

正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ脈圧が増大する。

ｂ石灰化しているのは心内膜である。

ｃ左心室の内圧がdip＆plateauを示す。

ｄ心拍動下の手術が第一選択である。

ｅ結核との関連を疑うべき疾患である。
Ｉ

２０６５歳の男性。主訴：腹痛。昨日飲酒後、腹痛が出現し、近医を受診。点滴等の治療を受けたが、

改善しないため、当科を紹介受診した。

タバコ：２０本/日、酒焼酎6001114/日

ＷＢＣ13,300、ＲＢＣ３５５万、Ｈｂｌ３５ｇ/“、ＰＬＴ１２万

ＴＢｉｌ１．２ｍｇ/dＩＤ､Ｂｉ１０．８ｍｇ/〃、ＧＯＴ４５１Ｕ/０，ＧＰＴ５０１Ｕ/、

Ａｌｐ２７７１Ｕ/２，γＧＴＰ３３７１Ｕ/’、Ａｍｙ11,8701U/’、Ｇｌｕ２５５ｇ/d､、

CA19-915U/1Ⅱ、（基準37以下)、CEA47ng/噸（基準５０以下)、HBsAg（一)、ＨＣＶ（－）

ＣＴ画像を示す。

胸部エックス線写真胸部造影CＴ

２２８０歳の男性。高血圧症の管理目的で来院した。運動療法、食事療法（塩分制限５９/日)、禁酒お

よび禁煙指導を８週間行ったが血圧の改善がみられず、血圧が160/８０mmHgを維持していたため

アンギオテンシン変換酵素阻害剤を開始した。その結果、投与前の血清クレアチニン値が１．５mg/伽

であったのが２週間後には２．６ｍｇ/伽となった。超音波検査による腎臓サイズは、右85×43mm、左

６９×38,1mであった。Tc-99m-メルカプトアセチルトリグリシン（MAG3）によるレノグラムを行い、

図に示す結果を得た。
■
。正しいのはどれか、２つ選べ。

ａ陣石が認められる。

ｂ脈が１m大している。

ｃ陣周囲に液体が認められる。

dGemcitabineで治療を行なう。

ｅ陣にLowdensity腫癌を認める。

最も疑われる疾患はどれか。

ａ褐色細胞腫

ｂ悪性腎硬化症

ｃ本態性高血序斥

ｄ腎血管性高巾序庁

ｅ原発性アルドステロン症職
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２６４６歳の男性。易疲労感を主訴に受診。１年前、健康診断で胸部エックス線写真上の異常陰影を

指摘されたが、放置していた。２か月前から午後になると疲労感が増強するようになり来院した。

２３３５歳の女性。検査結果を示す。

血液一般検査:RBC265万/ﾉαZ､Hb8.59/"､Ht24.9%､WBO6,600/"'､plt35万/“､Retic77%｡｡

免疫血清検査：ＣＲＰ０．１ｍｇ/〃、CH507umt/州、（25~24)、Ｃ316ｍｇ/CＭ（70~130)、

Ｃ４２Ｉｎｇ/伽（14~36)、抗核抗体×640、直接クームス（＋)、間接クームス（＋）

呼吸数14/分。脈拍72/分、整。血圧132/72mmHg・胸部診察で異常を認めない。

胸部エックス線写真の正面像と側面像を示す。

補体検査の結果で正しいのはどれか｡

ａ補体の第三成分の欠損がある。

ｂ補体の第四成分の欠損がある。

ｃ第一経路の活性化による補体の消費がある。

ｄ第二経路の活性化による補体の消費がある。

ｅレクチン経路の活性化による補体の消費がある。

Ｏか
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縦
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右

変病
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２４石綿曝露作業者で見られる胸部エックス線写真上の特徴はどれか。２つ選べ。

ａ大陰影

ｂ卵殻状石灰化巣

ｃ胸膜斑（胸膜プラーク）

ｄ両側中肺野の粒状陰影

ｅ両側下肺野の不整形陰影

２５腹腔鏡下手術について正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ合併症として肺塞栓がある。

b術後簿痛は開腹手術と同等である｡

ｃ気腹には主として酸素が用いられる。

ｄ横隔膜ヘルニアは呼吸障害の原因となる。

ｅ開腹手術に比較して術中の出血量が多い。
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胸部エックス線写真の正面像と側面像
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２８１２歳の男児。２か月前から右股関節痛が出現した。本日、転倒した際に右股関節痛が

歩行が困雌となり救急車で来院した。来院時の単純エックス線写真正面及び側面像を示す。

２７６５歳の男性。ｌか月前から腹部膨満感が出現し継続するため受診した。右頚部にリンパ節２個

および勝部を中心に巨大腫痛を触知した。右頚部リンパ節の生検にて非ホジキンリンパ1ｍ（漁胞

性リンパ腫）と診断された。血液所見：赤血球450万、Hbl38g/伽、Ｈt43％、白血球5,200、血小

板16.8万。血清生化学所見：総蛋白７．３９/“、アルブミン４．２９/“総ピリルビン０．７ｍｇ/“総コ

レステロール230ｍｇ/〃、ＧＯＴ２７１Ｕ（基準40以下)、GPT301U（基準３５以下)、ＬＤＨ1,860ｍ（基

準176-230)、アルカリフオスフアターゼ3401Ｕ（基準260以下)、可溶性IL2受容体3,6801Ｕ（基準

転倒した際に右股関節痛が増強し、

診断はどれか。

ａペルテス病

ｂ単純性股関節炎

ｃ化膿性股関節炎

。大腿骨頭すべり症

ｅ先天性股関節脱臼

120-520)。便潜血陰性。図はFDG-PETの結果である。

誤っているのはどれか｡

ａ脳にも浸潤がみられる。

ｂＦＤＧは糖代謝充進細胞に取り込みが強い。

ｃ触知された巨大腫痩に一致して取り込みがみられる。

ｄ勝眺に取り込みがみられるのは、FDGが腎排池のためである。

ｅ悪性リンパ価のなかでも組織型でFDGの取り込みの程度が異なる｡
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単純エックス線写真
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－５０５－１４－

仏趨

1１凸



､

８Ｆ
』

次の文を読み、３０～31の問題に答えよ。

３４歳の女性。主訴：突然の呼吸困難。

現病歴：正常分娩で男児を出産した。出産１日後、トイレに行こうと歩行を開始した直後に呼吸困

難と胸痛が出現した。

既往歴：時記すべきことなし。

現症：身長162ｃｍ､体重60kg･急変後､意識は清明。呼吸は努力様で呼吸数34/分｡脈拍124/分、整。

血圧78/40mmHg・体温36,1℃・心雑音と胸部ラ音は聴取しない。頚静脈に怒張を認める。

来院時の胸部CTを示す。

２９５７歳の女性。ｌか月前から不正性器出血をみとめ、来院した。子宮頚部の内診、視診にて、隆

起性の脈揃を子宮頚部にみとめ、傍子宮結合紬は、右は骨盤壁まで浸潤し、左の浸潤はｌ横指ほどの

間隙を骨盤壁の間にみとめた。子宮頚部の隆起性腫癌からの生検では馬平上皮癌の診断であった。こ

の患者の肝機能、腎機能はとくに問題はなかった。治療前の骨盤部n凪I矢状断写真と治療後３か月の

骨盤部MRI矢状断写真を示す。

治療として正しいのはどれか。

ａ腫癒全摘術

ｂ子宮全摘術

ｃ広範子宮全摘術十左卵巣温存

ｄ全身化学療法

ｅ化学放射線療法

毎
世

3１まず行うべき治療はどれか。

ａ利尿薬の静注

ｂ硝酸薬の舌下投与

ｃ硫酸アトロピンの静注

ｄ細胞外液の急速大量輪液

ｅ副腎皮質ステロイドの投与

３０考えられる所見はどれか。

ａＤ－ダイマーの高値

ｂ代謝性アルカローシス

ｃ，L,エコーで左心室腔の拡大

ｄ心電図でVl～6誘導のST上昇

ｅ胸部エックス線でびまん性浸潤影
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』 来院時の胸部CＴ

治療前骨盤部ＭＲＩ矢状断写真

診断に最も有用な検査はどれか。

aRorshachテスト

bHamjltonうつ病尺度

cMinnesota多面人格検査（MMPI）

dMini-MentalStateExamjnation（MMSE）

ｅ簡易精神症状評価尺度（BriefPsychiatricRatingScale〈BPRS>）

｛
k晶麗ヨ

３２６８歳の女性。言動の変化を心配した夫に伴われ来院した。最近、患者は同じ事を何回も尋ねた

り、物を無くす事が増えた。また、冷蔵庫に既にあるものを買ってきてしまい、食料品を腐らせ

ることが期えたという。こうした夫の指摘に対して患者はニコニコ笑いながら、「ちょっと疲れや

すくなったせいですよ」と答える。

治療後3か月骨盤部ＭＲＩ矢状断写真
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３３腺癌細胞のパパニコロウ染色を示す(×400)。

細胞学的特徴として適切でないのはどれかＣ

ａ核クロマチンの増加

ｂ 核 の 腫 大

ｃ核型の不幣

鋒、

‘曹

織

轍蜘。
一
副

Ｆ

ｄ核膜の非薄化

ｅ核小体の腫大

胸部造影CＴ

Ｆ
趣

“‘

腺癌細胞のパパニコロウ染色(×400）

３４４５歳の男性。昨夜、突然強い背部痛が出現し、近医で鎮痛薬を投与されたが改善しないため救

急車で来院◎顔貌は苦悶様、体温369℃、呼吸20/分、脈拍104/分、整。血圧180/８０mmHg、胸部

の打聴診で異常なし、腹部は平坦で肝および牌は触知せず、下腿浮腫なし。胸部造影CTを示す。

不適切な処置はどれか。

ａβ遮断薬投与

ｂ鎮静薬投与

ｃ 絶 対 安 静

ｄ血栓溶解薬投与

ｅＤダイマー測定
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次の文を読み、３～５の問題に答えよ。

下記は、雑誌NewEnglandJoumEnofMedicjneのCaseRecordsの記事である。悪性リンパ腫の症例

について述べられている。（一部改変）

正しいのはどれか。

ａ大泉門は生後12か月までに閉鎖する。

ｂ満１年で体重は出生時の約３倍になる。

cMoro反射は生後６か月ころに出現する。

ｄ新生児の診察は、触診から始めるのが原則である。

ｅ多くの新生児は、出生当日から肉眼的黄恒が出現する。

Ｉ

Dr,ＭＨ：A50-(1)-oldwomanwasadmittedtothjshospital(2)offever8ndlVmphadenopathy(問題３)．

副『刷停

Thetemperaturewas39,4℃；othervitalsignswerenormal･Palpablelymphnodesintheanterior

cervical,supraclavicular,ａコロllary,andingum2mregionsweremobile,nontender.,IY1espleenwaspalpable

| 誤 翰 比

４cmbelowthecostalm8rRin(問題４）．

胸部エックス線写真

omputedtomography(CT)oftheneck,chest,abdomen,and２３２歳の女性。生来健康である。甲状腺右葉に２ｃｍ大の腫揚があり、

れた。胸部エックス線写真では両側肺野に多発する結節性陰影を認め、

た。胸部エックス線写真を示す。

精査にて甲状腺癌と診断さ

甲状腺浦の肺転移と診断し

０

pelvisaftertheadmjmstrationofcontrastmatemlshowedlymph-nodeenlargement1upto２．８cmin

diameter,andsplenomegaly・Onthesixthday,bonemarrowaspirationandbiopsy(問題５）ｗｅｒｅ

－５０６－１－

perfomled

治療方針として正しいのはどれか。

ａ化学療法のみ

ｂ化学療法十放射線外照射治療

ｃ甲状腺全摘除術十リンパ節郭清十放射線内照射治療

ｄ甲状腺右葉切除術十リンパ節郭清十放射線外照射治療

ｅ甲状腺右葉切除術十リンパ節郭清十放射線内照射治療

３空棚(1)および(2)に入る適切な単語の組み合わせはどれか。

ａ（１）year一一一一一一一一一一一一一一一一(2)aｓ
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＝1面置唱ユ

ｒ

７７０歳の男性｡両眼の視力低下を主訴に来院した｡嬬正視力は両眼ともに(0.8)､眼圧は右眼30mmHg、

左眼３６mmHg、隅角は両眼ともに開放している。左眼眼底写真と視野所見を示す。右眼も同様の

所見であった。

５骨髄生検をおこなう適切な部位はどれか。

ａｌｌ哩骨

ｂ胸骨

ｃ仙骨

ｄ後腸骨疎

ｅ第４腰椎

股初に行う治療はどれか。

ａ点眼治療

ｂ内服治療

ｃ線維柱帯切除術

ｄレーザー虹彩切除術

ｅレーザー線維柱帯形成術

寺

織瀧ｑ‘
ｑ

籍
４

５

Ｊ
６
１

湖

懲識
６４６歳の男性。他診で胸部エックス線写真異常陰影を指摘されたため来院した。１０年前、健診で胸

部エックス線写真で右肺異常陰影を指摘され気管支拡張症疑いといわれたが、症状無く放慨。昨年

の健診で再度右肺の異常を指摘され、胸部CTの検査を受け慢性炎症と診断。今年の健診で陰影の

軽度増大を指摘された。自覚症状はない。喫煙：２０本/日、２６年間。

身体所見に異常を認めない。気管支鏡検査では、可視範囲に異常はなく、病変部の擦過を試みた

が、辺縁のみで病変を擦過することはできなかった。

胸部エックス線写真と胸部造影CTを示す。

左眼眼底写真 視野所見

８６７歳の男性。３か月前より左膿性鼻汁と悪臭が持続するため受診した。

副鼻腔単純CT軸位断、冠状断と術中所見を示す。

唾

ＩＤ:↓甚

郵､願、

単純CT軸位断

考えられるのはどれか。

ａ上顎洞癌

ｂ慢性 副鼻腔炎

ｃ歯性上顎洞炎

ｄ真菌性副鼻腔炎

ｅ術後性上顎嚢胞

診断はどれか。

ａ肺服傷

ｂ肺分画症

ｃ肺動静脈痩

ｄ肺扇平上皮癌

ｅ硬化性血管腫

冠状断

時下君
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胸部造影ＣＴ
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１０７０歳の男性。２か月前から食物のつかえ感を自覚。水分は通過するが固形物の通過が徐々に悪

くなった。食道内視鏡写真とＣＴ画像を示す。

Ｆ刃
』

L＆

１１６１歳の男性。Ｓ状結腸癌に対し腹腔鏡下Ｓ状結腸切除術を行う予定で全身麻酔導入後に気管挿

管された。図は手術中に行う生体監視モニターの一例である。

９１６歳の女子。現在高校１年生。身長158cm・高校へ入学時、体重が58kgであった。太りすぎを気

にして食刺liU限によるダイエットを開始し、６か月間で25kg減最し、心配した家族に連れられ受診

した。食事をすると「体重が増えすぎてしまうのではないか」という恐怖感が出現するようになり、

「何を食べたらいいか解らない」と訴えた。「体は軽くなって調子良い」といい、一日に３時間も

ウォーキングをしたり、腹筋を毎日１０００回やるなどの行動が認められた。理想体重を問うと、「自

分はまだ太り過ぎている。お腹がでているのでへこませたい」と語った。

①から⑤のうち中心静脈圧を示すのはどれか。

ａ ①

正しいのはどれか。

ａ 強 皮 症

ｂ食道癌

ｃアカラシア

ｄ逆流性食道炎

eBoerhaave，ssyndrome
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この症例に見られるのはどれか。２つ選べ。

ａ幻聴

ｂ過活動

ｃ肥満恐怖

d抑うつ状態

ｅ被害関係妄想

T,ﾖ6.5℃

９９ ②
③
④
⑤

↑
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１２心タンポナーデで見られない所見はどれかc

aKussmaul徴候

ｂ奇脈

ｃ頻脈

．血圧 低下

ｅ右室の収縮期虚脱

ａ

－５０６－５－
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５日前から乾性咳鰍が出現し、昨日より歩行時の呼

「
ＦＦ

凶

１６５５歳の男性。高血圧を指摘されていたが無治療のまま放置していた。本日、朝６時に起床後、

トイレの中で意識をなくしているところを発見され、救急車にて来院した。意識障害と左片麻仰

を認め頭部CTを施行した。

１３Ａ医師は、Ｂ県内のＣ市において大腸がん患者に関する疫学研究の研究代表者として計iIiIjを立

案中である。その調査は、市の保健センターと地域の医師会の共同研究であり、保仙センターに

て次年度に行う大腸がん検診受診者全員の追跡訓査を行うことを計画中である。

Ｂ県の個人情報保護条例には疫学調査に関しての記述があり、地域がん登録のシステムも整備さ

れているため、患者の個人情報をもとに追跡調査が可能であるが、隣のＤ県の条例では個人怖報保

謹と疫学研究について明記されておらず、地域がん登録のシステムもない。これまでの調査結果で

は、Ｂ県の大腸がんの粗死亡率は増加していた。

診断はどれか。

ａ小脳出血

ｂ橋出 血

ｃ視床 出血

ｄ被殻出血

ｅクモ 膜下出血

誤っているのはどれか。

ａＢ県の年齢調整死亡率は増加しているか不明である。

ｂＢ県では、がん患者に関する悉皆調査が可能である。

ｃＡ医師が計画している研究は、前向きコホート研究である。

ｄＢ県にて介入研究を行う場合も、研究倫理についての配慮が必要である。

ｅＢ県とＤ県のがん患者の経年的な年齢調整死亡率の比較研究を後ろ向きに行うことができるｃ

１７６３歳の女性。１年前から特に誘因無く手のしびれが出現｡夜間にしびれで目が覚めるようになった。

また洋服のボタンをかけにくくなったり、小さいものを母指と示指でつまみにくいとの訴えもあ

る。母指・示指・中指・環指榛側のしびれと感覚の低下を自覚している。頚椎エックス線像およ

び頚椎MRIで異常所見は認めなかった。

Rｔ Lｔ

ｉ
Ｉ

一一

（
）

』

１４６８歳の男性。ｌか月前から歩行時の下肢簿痛が出現し来院した。休みながらでないと70ｍ以上続

けて歩行できない。安静時には痛みはなく、下肢外観に異常所見は認めない。検査にて閉塞性動

脈硬化症と診断された。

ｩ錨

Ｈ

』

」

この患者のFontajne分類について正しいのはどれか。

ａ１度

ｂⅡ度

ｃⅢ度

ｄⅣa度

ｅⅣb度

～ 一一一

頭部CＴ

『

１５５０歳の男性。呼吸困難を主訴に来院した。

吸困雌を自覚している。

胸部エックス線写真を示す。

－５０６－７－ －５０６－８－

正しいのはどれか。

ａ右気胸

ｂ左胸水

ｃ右肺炎

ｄ左無気肺

ｅ右肺血栓寒栓痔

胸部エックス線写真

力
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、
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》

最も考えられる疾患はどれか。

ａ肘部管症候群

ｂ手根管症候群

ｃ榛骨神経麻揮

ｄギオン管症候群

ｅ後骨間神経麻揮

函
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１８以下に示す機器にて放射線治療が行われた。 ２０６５歳の男性。近医でC型肝硬変として加療を受けていた。今回、腹部超音波検査で肝８７に径２ｃｍ

大の肝腫癌を認めたため当院紹介となった。腹部理学所見異常認めず。血液生化学所見：赤血球

410万、Ｈｂｌ３４ｇ/伽、白血球3,500、血小板１０万。血清総蛋白６．０ｍｇ/〃、アルブミン３．５１mg/〃、プロ

トロンピン時間80%、総ピリルピン１０mg/“、ＧＯＴ(AST）801U/'、GPT551U7､、ＬＤＨ48011Ｗ、

ＢＵＮ２０mg/４４、ＣｒＯ,８ｍｇ/４０､IＯＧ15分値18％、α-フエトプロテイン270,9/1111､PIVKAJI80mAU/↑l肥。

当院受診時の腹部CT像（造影早期相、造影後期相）を示す。

適切な放射線治療はどれか｡

ａ舌癌に対する組織内照射

ｂ甲状腺癌に対する内照射

ｃ肺癌に対する前後対向二門照射

ｄ子宮頚癌に対する腔内照射

ｅ前立腺癌に対する強度変調放射線治療

この腫癌に対する適切な治療はどれか。

ａ放射線療法

ｂ肝切除

ｃ経静脈的化学療法

ｄ肝動注療法

ｅエタノール局注療法

患
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陳 葛《…正しいのはどれか。

ａ丹毒

ｂ麻疹

ｃ水痘

ｄ虫刺症

ｅ帯状庖疹

２１６５歳の女性。Marfan症候群と診断されており、大動脈弁輪拡張症に対して手術適応となった。

術中写真を示す。

外科的に置換・再建する範囲として不適切なのはどれか。

ａ大動脈弁

１９５２歳の女性◎１週間前から左前頭部捲痛出現、３日前より同部に水庖と紅斑が出現した。臨床

写真を示す。
■－一一一一一一

一一一一

腹部CT像（造影早期相） 腹部CT像（造影後期相）
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診断のために必要な検査はどれか。２つ選べ。

ａ胸腔鏡下肺生検

椋
＆

23歳の女性。会社の健康診断で心電図異常を指摘されたため来院した。

現病歴：昨年４月に都内の某社に入職した。その時の心電図では異常を指摘されなかった。今年

の４月から営業部に配属され、得意先の会社を訪ねる事が多くなった。駅の階段の昇降

時に、息切れやめまいを自覚すること、「胸がキュッと痛む」ことが時々あった。夕方

になると、しばしば「足のむくみ」を自覚するようになった。最近は、週末は外出せず

自宅で休んでいた。

９月５日の定期健康診断で心電図異常を指摘され､精密検査を受けるように勧められた。

９月８日に当院の外来を受診し、至急検査が行われた。

既往歴･家族歴：学校検診で異常を指摘されたことはない。

妊娠出産歴：妊娠出産歴なし。

現症：体重44kg、身長162ｃｍ・体温36.8℃、脈拍112回/分、血圧９４/６４mmHg･内頚静脈の拍

動は立位で観察できた。口唇にチアノーゼなし。貧血、黄恒なし。甲状腺腫大なし。両

側頚部に数個のリンパ節腫脹を認める。胸部聴診において、呼吸音正常◎心尖部でⅡ音

がI音より大きく聴取され、胸骨左緑第２肋間に高調の収縮期心雑音を聴取した。両側

下腿に浮腫を認めた。指は冷たく紫色で腫脹していた。診察中、指先から皮間の色調が

白色から紫色に変色した。両側の指と手背は腫脹し、複数の近位指節間関節、両側の手

関節に圧痛があった。

検査所見：尿検査：蛋白・血尿なし。末梢動脈血液ガス分析：Ｐａｏ，６３Torr，ＰａＣＯ２２５Ｔｏｒｒ、

末梢血液像：赤血球408万/1110,Ｈｂ10.89/〃、白血球3,200、血小板１１．４万。血液生化

学検査：総蛋白８．０９/〃、ガンマーグロブリン３．２９/〃、クレアチニン０．４８ｍｇ/〃､ＡＳＴ

（GOT）391U/‘、ＡＬＴ（GPT）241U/､、ＣＫ７８Ｕ/‘（基準：３２～180)、ＣＲＰ0.38mg/〃･

抗核抗体5,120倍（基準≦40）Ｓｐ型。

２２５１歳の男性。透析導入を目的として入院した。血消クレアチニン１２．０ｍｇ/伽。腎臓超音波所見を

示す。

2４

この疾患について正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ雌聴を認める。

ｂ脳血管障害を合併する。

ｃ腎移植後の再発を認める。

ｄ腹膜透析が第一選択となる。

ｅ’'1i親のどちらかがこの疾患を持つ。

ｒ悪
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腎臓超音波所見

２３４２歳の男性。他院で検査異常を指摘されて来院した。

血液生化学：Nal38mEq/､、Ｋ3.0mEq/､、ClllOmEq/@、動脈血ガス：ｐＨ7.29、PO294mmHg、

PCO232mmHg、HCO515mEq/’
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心電図
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裳歳伊
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ｂ 心筋生検

ｃ心臓超音波検査

ｄ肺血.流シンチ

ｅ負荷心電図

検査結果について正しいのはどれか。

aamongapの増加した代謝性ｱｼドー ｼｽである｡

baniongapの正常な代謝性アシドーシスである。

canlongapの増加した呼吸性アシドーシスである。

damongapの正常な呼吸性アシドーシスである。

eamongapの低下した呼吸性アシドーシスである。
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２５糖尿病の慢性合併症の評価に有用でないのはどれか。

ａ ｂ

３

Ｃ 。
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画込

－５０６－１３－
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２６７８歳の男性。数年前から他の人と歩いていても遅れるようになった。徐々に歩幅が狭くなり、

座っているときに左手の震えも自覚するようになったが、とくに生活に支障はなかったので様子

を見ていた。最近娘に、歩くときに前かがみになっていると指摘され、腰痛も強くなったため受

診した。

診察所見でみられないのはどれか。

ａ腿反射正常

ｂ姿勢反射障害

ｃ筋トーヌス冗進

ｄ協調運動障害

ｅマイ ヤ ー ソ ン 徴 候

２７３２歳の男性。無痛性の陰愛腫大を主訴に来院。体温36.2℃・超音波では右精巣に充実性腫痛を

認めた。

血液検査上､AFP44,800,9/城(基準；２０未満)、ＬＤＨ2,3001U/’（基準；115-245)であった。

胸部レントケン写真を示す。

治療法として正しいのはどれか。２つ選べＣ

ａ胸腔穿刺

ｂ陰嚢穿刺

ｃ抗癌剤投与

ｄ抗生剤投与

ｅ高位精巣摘除術

－５０６－１４－

胸部レントゲン写真



２９１歳の男児。手術時の口腔内写真を示す。

「

Ｆ
Ｌ

次の文を読み30～32の問いに答えよ。

３５歳の女性。うつ病で通院中。家族が意識状態の悪い本人を自宅で発見して救急搬送となった。自

宅のゴミ箱にはベンゾジアゼピン系薬ならびにアセトアミノフェン含有感冒薬の空楽天が大量に捨て

られていた。

身長155ｃｍ、体重45kg・体温360℃、血圧100/60mmHg、脈拍70/分、呼吸12/分、SpO297％（室

内気)。暇吐痕はなく、胸部聴診所見に異常はない。瞳孔径に異常はなく、腿反射に左右差はみられ

ず、病的反射も認めない。患者は刺激を与えても開眼しないが、痛みに対して払いのけるような動作

２８５８歳の女‘性。３か月前より起床時に頭痛がするようになり、それが徐々に悪化してきたために

来院した。来院時施行した頭部単純エックス線CTを示す。

３１この患者に肝毒性が生じた。どの物質の体内含有量が減少したためか。

ａＮＡＰＱＩ

ｂタウリン

ｃシト ルリン

．オルニチン

ｅグルタチオン

最も障害を受けやすい神経はどれか。

ａ 外 転 神 経

ｂ顔面神経

ｃ聴神経

d迷走神経

ｅ副神経

をし、うめくような声をあげる。

３０この患者の意識レベルはどれか。２つ選べ。

ａＥｌＶ２Ｍ５

ｂＥｌＶ３Ｍ３

ｃＪＣＳⅢ-ｌＯＯ

ｄＪＣＳⅢ-200

ｅＪＣＳｍ３００

頭部単純エックス線CＴ

浄
山

この手術の目的として誤っているのはどれか。

ａ裂隙の閉鎖

－５０６－１５－

ｂ筋肉索の形成

ｃ口蓋骨の形成

．可動性口蓋の延長

ｅ鼻咽腔閉鎖機能独得

３２この患者の肝毒性を予防するうえで投与すべき薬剤はどれか。

ａＰＡＭ

ｂアト ロピン

ｃナロキソン

．フルマゼニル

ｅＮ－アセチルシステイン

手術時の口腔内写真

－５０６－１６－



【

３３病理組織標本作成にかかわる器具を示す｡

使用法として適切なのはどれか。

ａ凍結切片の薄切

ｂパラフィンの切断

ｃ外科検体の切り出し

ｄスライドグラスの切断

ｅパラフィン切片の薄切

－５０６－１７－

器具

３４胎児低酸素症で最初に出現する所見はどれか。

ａノンリアクテイブＮＳＴ

ｂ呼吸様運動の減少

ｃ胎動の減少

ｄ筋緊張の低下

ｅ羊水量の減少

Ｆ
＆
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１採血後に遠心した検体が２本ある。 次の文を読み、２～４の問題に答えよ。

１歳１０か月の男児。発熱、活気不良を主訴に来院した。

現病歴：昨日から38℃の発熱があり、夕食を少量賑吐した。夜間は時々起きて不機嫌そうに泣いて

おり、朝も活気がない。

出生歴：在胎週数39週、出生時の身長49ｃｍ、体重2,8909、頭囲31ｃｍ、胸囲30ｃｍ、Apgarスコア

９点（１分）

発育歴：榊神迎動発達は正常である。定頚３か月、座位６か月、寝返り８か月、自立歩行１歳２か月

予防接種歴：ＢＣＧ、ポリオ、ＤＰＴＩ期、麻疹・風疹を完了している。

現症：体温39℃、呼吸数50/分、脈拍140/分

呼びかけると目をあけるが、すぐに寝てしまう。顔色不良あり。咽頭は軽度の発赤あり。発疹はない。

首を触ると嫌がって泣く。

検査所見：尿所見、異常なし。

血液検査：赤血球380万、白血球16,500（拝状核好中球１５％、分葉核好中球60％、リンパ球20％）

血小板15万、CRPl3nw/伽

左側の検体の状態について正しいのはどれか。

光
色
解
解
巾

－５０７－１－ －５０７－２－
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採血後に遠心した検体

２この患児が１歳６か月にできたと考えられるのはどれか。２つ選べ。

ａ服を一人で脱ぐ。

ｂ両手を使って遊ぶ。

ｃ階段を一人で上がる。

ｄ意味のある言葉を話す。

ｅ稲み木を２つ以上重ねる。

３この患児に見られる可能性があるのはどれか。

ａモロー反射

ｂＫｅｍｊｇ徴候

cBabinSld反射

dHolzlmeCht徴候

ｅパラシュート反射

４診断に有用なのはどれか。２つ選べ。

ａ脳 波

ｂ便検査

ｃ頭部ＣＴ

ｄＧａシンチ

ｅ脳脊髄液検査

溌雷

鶴



－５０７－３－

「ｒ
醐
込

８腫癌崩壊症候群で上昇するのはどれか。２つ選べ。

ａ尿酸値

ｂＬＤＨ値

ｃ白血 球数

．血小板数

ｅフィブリノケン値

５胎児心拍数陣痛図所見で正しいのはどれか。

ａ早発一過性徐脈
▲~出面＝Ｌ侭▲n画ａ■ー 認,車４－唾一△L血。‘.,,..．‘瓢一復面司哨…“函面･』z榊

脈
脈

徐
徐

性
性
脈
脈

過
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徐
徐

一
一
性
性

動
動
過
過

変
変
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一

度
度
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軽
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ｂ
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ｅ

胎児心拍数陣痛図所見

鮮季蛎禰雫

６受傷１２時間後の皮府挫創に行う初期治療として適切でないのはどれか。

ａ洗浄

ｂ消翫

ｃ総合閉鎖

．ブラッシング

e挫滅組織切除

↓』謹鴬は寺毒&’’１１;-千河

－５０７－４－

ｒ，

９６２歳の男性。７年前に右手の安静時振戦で発症し、１年後右上下肢の動かしづらさが出現し受

診した。L-doPaの効果がありパーキンソン病の診断にて、以後各種薬物コントロールを受けてい

る。４年前から左半身にも同様の症状が出現し、小刻み歩行、突進現象もみられるようになった。

また、１年前から、薬物効果の変動が生じるようになり、服薬後１時間後に効果が表れ、その後

四肢、体幹がクネクネと動く不随意連動が30分持続、１時間ほど普通に動けるが、その後急速に

身体がこわばり動けなくなるという状態となっている。調子の良い時は、軽度の四肢筋固縮（右

優位）と前傾姿勢があり、生活は自立しているが、調子の悪い時は、小刻み歩行や転倒傾向がみ

られ、外出や入浴などに一部介助が必要となっている。

‐
Ｉ

この症例にあてはまらないのはどれかｃ

ａｏｎ－ｏｆｆがある。

bweanng‐offがある。

ｃジスキネジアがある。

ｄＯＮ時はYahr皿である。

ｅＯＦＦ時はYahrIVである。

７２２歳の女性。発熱と四肢の皮疹を主訴に来院した。体温38.7℃・顔面、両上腕および両大腿に紅

斑を認める。血球検査：白血球2,500、赤血球364万、ＨｂｌＯ２ｇ/〃、血小板9.3万、生化学検査：

アルブミン３．２９/伽、ＯＲＰ０．０６ｍｇ/〃、免疫学検査：抗核抗体640倍（均質型および斑紋型）（基準

４０未満)、抗Ul-RNP抗体陰性、抗DNA抗体陽性、抗SS-A抗体陰性。顔面の皮疹の写真を示す。

この疾患で見られないのはどれか。

aCoombs試験陽性

ｂ血清補体価低下

ｃ高γ-グロブリン血症

d 赤 沈 冗 進

ｅ末梢血リンパ球数増加

10股関節の伸展に関与する筋肉はどれかＣ

ａ中殿 筋

ｂ梨状筋

ｃ維工 筋

．大腿二頭筋

ｅ大腿筋膜張筋

顔面の皮疹
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『

１２４３歳の女性。３か月前から夕方になると物が二重に見えるようになるが、翌朝は改善するため受

診した。胸部エックス線写真と胸部造影OT写真を示す。

１１５５歳の男性。咽頭痛を主訴に来院した。３か月前から咽頭痛を認めるようになり、１７

右側頚部に腫脹が見られた。近医で抗菌剤による治療を受けるが症状は改善しなかった。

本/日を25年間、機会飲酒を続けている。咽頭所見と頚部造影OTを示す。

1か月前から

と。喫煙は2０

伝
腿

廿 一 秘 Ｉ

車gP

玉座』

謁哩藍．全 型JFpP画

考えられる疾患はどれか。

ａ肺癌

ｂ胸腺腫

ｃ甲状腺腫

ｄ悪性リンパ腫

ｅ神経原性腫揚

ＪＲ

蕊ＩＩｉ蕊ａ抗菌薬投与

ｂ抗結核薬投与

ｃ化学放射線療法

ｄ口蓋肩桃摘出術

ｅ喉頭全摘出術

迅
一
一

９

Ｉ
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－５０７－６－

１３２３歳の男性。、動車運転中トラックと衝突し搬送された。

来院時、発語はあるが、不穏状態。呼吸数は30/分、呼吸音の左右差、皮下気腫は認められなか

った。血圧は７０mmHg、心拍数は160/分であった。

胸部に打撲痕があり、頚静脈怒張がみられた。明らかな外出血はなく、腹腔内に液体貯留は認め

ず、胸部、骨盤レントゲンにも異常は認められなかった。

身体所見として正しいのはどれか。

ａ片麻揮

ｂ瞳孔不同

ｃ心音低下

ｄ胸郭動揺

ｅ腹膜 刺激症状

豊灘謬謬，'''‐
胸部エックス線写真

Ｆ

－５０７－５－

頚部造影CＴ

、

咽頭所見

胸部造影ＣＴ写真



胸部造影CＴ

『
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１６６０歳の男性。既往に高血圧があり降圧薬を投与されていたが、１年前より自己中断していた。突

然激しい前胸部痛と背部痛が出現し、持続するため救急車にて救命センターを受診した。来院時、

血圧185/lO5mmHg、心拍数96/分、整。意識は清明であった。心電図は洞調律で、ST-T変化はなく、

胸部エックス線写真では軽度心陰影拡大を認めたが、肺野に異常所見は認めなかった。胸部造影

１４８２歳の女性。１３歳時に頭部に熱傷受傷、同部がケロイドになっていた。

１年前から一部が隆起しはじめ、ｌか月前から急速に拡大したため来院した。

。
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最も考えられる疾患はどれか。

ａ粉浦

bBowen病

ｃ悪性黒色腫

ｄ皮間肺平上皮猫

ｅ乳房外パジェット病

ＣＴを示す。

鶴
すぐに投与すべき薬剤を２つ選べ。

ａモルヒネ

ｂヘパリン

ｃアト ロピン

d血栓溶解薬

ｅ超短時間作用型β遮断薬蛤究劣

ＦＣ●●｡▲生口。ー凸一●■Ｃマー

Ｉ

下行結腸部の内視鏡写真

１５４３歳の女性。便秘にて下剤内服中である。夜１０時頃より突然左側腹部痛が出現し、悪心、１１厘吐

も認めた。

その後も腹痛は持続し、下痢を認め、早朝より血便も出現したため来院した。

身体所見上、腹部平坦、軟。左側腹部に圧痛を認める。血液所見：白血球9,800,Ｈｂ１３．２９/伽、

ＣＲＰ２．８ｍｇ/“・

下行結腸部の内視鏡写真を示す。
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「

ｄＦ
凶

－５０７－８－

適切な治療はどれか。

ａ絶食

ｂ外科手術

ｃ経管栄養療法

ｄ副腎皮質ステロイド剤

ｅ５－アミノサリチル酸製剤

F･Ｉ，

Lも蝋

"．‘p〆
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１９骨盤腹腔鏡下に観察できない靭帯はどれか。

ａ子宮円索

ｂ卵巣固有靭帯

ｃ卵巣堤索

ｄ基靭帯

ｅ仙骨子宮靭帯

１７６２歳の男性。近医より血圧のコントロールが不良とのことで紹介されて来院した。降圧薬は、β

遮断薬、カルシウム桔抗薬、ACE阻害薬、α遮断薬、利尿薬が処方されていた。腎血流シンチグラ

フイ－(赤左腎､黄右腎)およびMRIアンギオグラフイーを施行したところ、以下の所見を得た。

本疾患について正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ左側腎臓は大きくなる。

ｂ尚齢者では線維筋性異形成によるものが多い。

ｃ左側腎静脈血のレーン活性が上昇する。

ｄアンジオテンシン変換酵素阻害薬は禁忌である。

ｅ腹部血管雑音を聴取することがある。

２０６８歳の男性。進行胃癌の診断で胃全摘術およびD2リンパ節郭清を施行した。

手術時の所見で腹腔動脈から分岐する動脈として適切でないのはどれか。

ａ牌動 脈

ｂ総肝動脈

ｃ固有肝動脈

ｄ下腸間膜動脈

ｅ胃十二指腸動脈
函、
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、Z45B、咽14１６1８詞調和語麺
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腎血流シンチグラフィ－（赤左腎、黄右腎） ＭＲＩアンギオグラフィー

１８６０歳の女性。めまいを主訴に来院｡この時点で疾患Xである確率は10％と考えられた。めまいに

関する検査Ａの感度、特異度はそれぞれ90％、８０％であり、検査Ｂの感度、特異度は80％、９０％で

ある。ここで、どちらかの検査をまず行うとする。

検査Ａで陽性となった場合の疾患Ｘである確率は、検査Ｂで陽性となった場合の疾患Xである確

率の何倍か（小数点第二位を阿捨五入すること)。

ａ0.7倍

ｂ０８倍

ｃ1.0倍

ｄ１２倍

ｅ2.4倍
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２２２５歳の男性。仕事中に突然、胸痛を自覚、次第に呼吸困難を伴うようになったため来院した。意

識清明。呼吸数36/分。脈拍112/分、整。血圧120/６０mmHg・空気吸入下SpO294％･胸部エツクス

５５歳の男性（会社員)。全身性強皮症。尿が少なくなり来院した。

現病歴：１年前に、急速な全身の皮間硬化、指尖の潰揚のため当院を初診し、全身性強皮症と診

断された。プレドニン２０ｍｇを投与され、皮膚の浮腫は軽減し、来院時には１０ｍｇを内

服していた。この間、毎朝血圧を測定しており正常だった。このｌか月は忙しく血圧測

定はしていなかった。

１週間程前より、頭痛や立ちくらみ、全身倦怠感を自覚するようになった。３日前より「トイレ

に行く回数が減った」のを自覚するようになった。昨日は、「トイレには朝一度しか行かず、ちょ

っとしか尿が出なかった」という。

既往歴･家族歴：特記事項なし。

現症：体重65kg、身長166ｃｍ・体温36.4℃、脈拍９８回/分、血圧214/l22mmHgo貧血、黄恒な

し。胸部聴診において、両側下肺野背側に吸気相終末に高いラ音が聴取された。心尖部

でII音が冗進し、心尖部に高調の収縮期心雑音を聴取した。腹部の聴診にて血管雑音は

認めなかった。両側下腿に軽度の浮腫を認めた。両側の指の爪には梗塞性雁痕が多発し

ていた｡皮間粘膜に出血はなかった｡

検査所見：尿検査：サンプル採取できず。末梢動脈血液ガス分析：ＰＨ7.408、ＰａＯ２８１Ｔｏｒｒ，

PaCO232,２Torr、HCO冒１９．９ｍｍo]/2．末梢血液像：赤血球４１１万/wl0、Ｈｂｌｌ４ｇ/伽、

白血球6,500、血小板6.4万。血液生化学検査：総蛋白６．９９/〃、ガンマーグロブリン

２．４９/〃、ＢＵＮ８４ｍｇ/〃、クレアチニン２．８ｍｇ/“、尿酸７．２ｍｇ/〃、Ｎａｌ３３ｍＥｑ/２，Ｋ

４４mEq/0、CllOOmEq/､、ＡＳＴ(GOT）231U/２，ＡＬＴ(GPT）９１U/4、LDH3381U/’

（基準：120～240)、ＣＫ１１２１Ｕ/、（基準：５７～197)、ＣＲＰＯ２１ｍｇ/〃、抗Scl-70抗体陽

性、抗好中球細胞質抗体陰性。
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線写真を示す。
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胸部エックス線写真

最初に行う処置で使用するのはどれか。

､xイー'１
．１|迦織鱗ａ－－さごア

ｂ 望2塁蔀一
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－５０７－１２－

/１まず投与するべきものはどれか。

ａエポプロステノール

ｂカプトプリル

ｃ大:量ステロイド

．プロプラノロール

ｅメトトレキサー ト

２３チロシンキナーゼ・インヒビター（イマチニブ；グリベツク⑭）が有効な疾患はどれか。２つ選べ。

ａ多発性骨髄腫

ｂ非ホジキンリンパ腫

ｃ慢性骨髄性白血病（慢性期）

ｄ成人T細胞性白血病/リンパ血

ｅＧＩＳＴ（gastrointestinalstromEUtumor）

鐘： 濫錐雪零へ

P鯵Ｉ



２８原因として考えられるのはどれか。

ａ脊椎椎間板へルニア

ｂ横断性脊髄炎

ｃ後縦靭帯骨化症

ｄ脊髄空洞症

ｅ脊髄梗塞

「
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次の文を読み、２７～29の問題に答えよ。

６０歳の女性。２年ほど前より右手の温度感覚の鈍麻に気づいた。その後しばらくして右手の動作が

ぎこちなくなった。１年前より右手と同様に左手の感覚鈍麻に気づいた。また急に体の向きを変える

と、両下肢が不安定で硬直したように感じた。

神経学的所見は、意識清明、脳神経は右Homer徴候を認める以外は正常であった。両肩の筋に線

維束性醗縮および軽度の筋萎縮を認めたが、下肢には線維性筆縮は認めなかった。両側の三角筋、上

２４５６歳の男性。３０歳時に蛋白尿を指摘されたが放置していた。

４０歳時に腎機能の悪化を認め人工透析導入。今回、妻をドナーとした血液型不適合生体腎移植を

希望して来院。

尿検査：白血球1-3/視野、赤血球無数/視野、造影腹部CT検査で以下の画像所見を得た。

図'７－１

治療として正しいのはどれか。

ａ蕊胞開窓術

ｂ生体腎移植術

ｃ嚢胞ドレナージ

ｄ腎動脈塞栓術

ｅ根治的腎摘除術

この器具で観察できる部位はどれか。

ａ結膜

－５０７－１３－

腕二頭筋および上腕三頭筋で中等度の筋力低下を認めた。ITIii下肢に筋力低下は認めなかったが、厘性

歩行を示した。深部雌反射は図７－１の通りで、バビンスキー反射が陽性であった。痛覚と温度覚は

両側で図７－２の領域で低下し、これらの分節において深部感覚は正常であった。勝I光直腸障害は認

めなかった。

－５０７－］４－

、２７障害されていない部位はどれか。

ａ皮質脊髄路

ｂ中心灰白質

ｃ前角

ｄ後索

ｅ側角

造影腹部CT検査

＋２５４０歳の女性。近医より虹彩炎の診断にて紹介受診となった。本症例に対して用いられた検査器具

を示す。

＋

縁
凶

侵襲度が低く、動脈癌の有無、形態を知るのに優れている検査はどれか。

aCTangiography

bMRangiography

cＤＳＡによるangiography

dMRITl強調1町像

ｅＭＲＩＴ２強調画像

図７－２２６３５歳の男性。脳動脈癌の家族歴があり、検査をする予定である。

ｂ涙腺

ｃ隅角

ｄ眼静脈

ｅ眼動脈

検査器具検査器具



Ｃ

「
ｄＦ

Ｌ

３０２１歳の男性。２年前にピアスの穴を開けたところ、赤いしこりができて増大したため受診した。２９この患者のＭＲＩ（T2強調像、矢状断）はどれかｃ

ｂ

－５０７－１６－

８１

－５０７－１５－

３２胃生検検体を病理部に提出した。病理報告書を得るのに要する期間はどれか。

ａｌｌヨ

ｂ３日間

ｃ１０日間

ｄ２週間

ｅｌか月

正しいのはどれか。

ａ切除すれば再発はない。

ｂ金属アレルギーである。

ｃ前胸部や肩に好発する。

ｄ自然消退することが多い。

ｅ悪性腫癌の可能性が高い。

Ｉ

＃
。

『

宮
測

赤いしこり

３１２７歳の女性。大手企業で事務職をしている。３か月前より職場が遠方へ異動となり、満員電車で

１時間近くかけて通うこととなった。lか月前に通勤途中に電車の中で気分不良となって倒れたこ

とがあり、それ以降、朝、電車に乗ろうとすると、吐き気や、動倖、冷や汗などの症状が出現し、

電車での通勤が困難となった。車でなら通勤は可能で、仕事は問題なくできている。混んでいる電

車、バスなどは気分不良となって乗れない状態が続くため、精神科受診となった。

７
夕

最も可能性の高い診断はどれか。

ａうつ 病

ｂ心気症

ｃ恐怖 症

．てんかん

ｅ統合 失調症
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「

Ｆ
凶

３３３８歳の女'性。下垂体腺腫に対して全身麻酔下に手術中である。

"循環の指標'’でないのはどれか。

ａ輪液量

ｂ時間尿ｊＩｔ

ｃ肺動脈圧

ｄ動脈血二酸化炭素分圧

ｅ経食道心l職超音波モニター

３４６５歳の男性。浮腫を主訴に来院した◎４か月前に下肢の浮腫に気付き、体重が５kg増加した。

６０歳ころから健康診断で肝機能の異常、尿蛋白および尿潜血を指摘されていたが、放置していた。

血圧146/９２mmHg・下肢に浮腫を認める。尿所見：蛋白４＋、潜血２＋、赤血球１０－２０/1視野。

血液生化学所見：総蛋白5.29/d､、アルブミン２，６９/〃、尿素窒素２６ｍｇ/〃、クレアチニン１．２１mg/〃、

総コレステロール２８０ｍｇ/d@、総ビリルビン０．３ｍｇ/〃、ＡＳＴ４８１Ｕ/４、ＡＬＴ６０１Ｕ/０．腎生検PAS染

色標本および抗O3抗体を用いた免疫染色標本を示す。

－５０７－１７－

考えられるのはどれか。３つ選べ。

ａ低補体血症

ｂ血清IgE高値

ＣＯ型肝炎ウイルス陽性

ｄ血清クリオグロブリン陽性

ｅ尿中ベンスジョーンズ蛋白陽性

晋生検PAS染色標本

杭Ｃ３抗体を用いた免疫染色標本



■

「Ｆ
圧
延

３５０歳の男性。交通事故で頭部を強打した。受傷から20分後に救急隊現着し、意識障害、左耳出血

を認めた。搬送中意識がしだいに低下し、受傷から60分後には、意識は痛み刺激で開眼せず、払い

のけあり。瞳孔は右３ｍ，左５mmと瞳孔不同が出現し、上下肢の動きに左右差を認めた。左耳出血

は持続していた。来院時の頭部ＣＴを示す。

人工心肺の基本椛成要素でないのはどれか。

ａ人工肺

ｂ貯血槽

ｃ 熱 交 換 器

．血液ポンプ

ｅ自戸‘巾同収装置

Ｉ

正しいのはどれか。３つ選べ。

ａ開頭術の適応である。

ｂ急性硬膜外血腫である。

ｃ大後頭孔ヘルニアの状態である。

ｄ頭蓋底骨折の合併の可能性がある。

ｅ受傷60分後のJCS（ジャパン・コーマ・スケール）は１００である。

２７８歳の男性。３日前より食後の右上腹部痛をｒＩ覚するようになり精査目的で受診。体温36.2℃、

脈拍72/分､幣｡血圧120/72.入院時血液所見:白血球数9,800/“､赤血球数420万､Ｈb13.49/“

Ｈt32％､血小板25万､総ピリルビン１．８ｍｇ/伽､直接ピリルピン０．８ｍｇ/〃､AST681U/‘、ALT801U/０，

ＣＲＰ２mg/〃・内視鏡的逆行性胆道造影（ERC）を示す。

－５０８－Ｚ－

』

,?k雪暇，皐鐸調
ｂＩｄ

ｂｊ一

画鼻安可Ｈ

診断はどれか。

ａ胆管癌

ｂ胆管結石

ｃ十二指腸乳頭部癌

ｄ原発性硬化性胆管炎

ｅ原発性胆汁性肝硬変症

1N

1

ビ

－５０８－１－

『

』

来院時の頭部ＣＴ

４２３歳の女‘性。近視性乱視にて屈折矯正手術を施行した。術中の写真を示す。

1N

Ｉ

Ｆ

§鷺．

本手術法はどれか。

ａＡＫ（astigmatickeratotomy）

ｂｌＣＬ（jmpl8ntablecontaCtlens）

ｃＰＫＰ（penetratmgkeratoplasty）

ｄＰＲＫ（photorefractivekeratectomy）

ｅＬＡＲ耐（Iaserinsimkeratomjleusis）

内視鏡的逆行性胆道造影（ＥＲＣ）

術中の写真



７月経困難症をきたすのはどれか。３つ選べ。

ａ子宮筋腫

ｂ子宮腺筋症

ｃチョコレート嚢胞

ｄ子宮頚部異形成

ｅ子宮内膜増殖症

「Ｆ
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凶
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戸
崎
』 ９２４歳の男性。硬膜外麻酔で右足関節骨折に対して、観血的骨整復術を施行中である。

自然気道で自発呼吸下に麻酔管理されていたが､鎮静薬剤を増量した後に突然気道閉塞を起こした。Ｃ６

Ｃ７、Ｃ８

Ｔｈｌ

Ｌ３、Ｌ４

Ｓ１、Ｓ２

最初に認められる所見はどれか。

ａ顔面チアノーゼ

ｂ視診によるシーソー（奇異）呼吸

ｃ胸壁及び指先のチアノーゼ

ｄ酸素飽和度の低下

ｅ頻脈

６２２歳の女性。瑞息発作にて受診。呼吸不全評価のために写真の器具で採血を行うことになった。

誤っているのはどれか。

ａヘパリンが使用されている。

ｂ第一に選択すべき採血部位は、僕骨動脈である。

ｃアレンのテストあるいは修正アレンのテストを行う。

ｄ白血球数が増加していると検査結果に影響を与える。

ｅ採血したシリンジは溶けていない氷の中で冷却保存する。

１０６６歳の女性。上部内視鏡検査における食道静脈癌画像を示すｃ

』

『
正しいのはどれか。

ａＦＯＲＣ‐

ｂＦＯＲＣ３

ｃＦｌＲＣｌ

ｄＦ２ＲＣ３

ｅＦ３ＲＯ‐
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８抗トロンビン作用により凝而胴止するのはどれか。

ａヘパリン

ｂＥＤＴＡ‐２Ｋ

ｃフシ化ナトリウム

ｄクエン酸ナトリウム

ｅシユウ酸ナトリウム

■

上部内視鏡検査における食道静脈癌画像

－５０８－４－
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３０

４０

５０

６０

７０

８０

９０

１００

１１０

１２０

「Ｆ
Ｌ
』

１３４６歳の男性。全身厘禁を発症し搬送された。３日前から頭痛と全身倦怠感とがあり仕事を休ん

でいた。

本日起床後から意味不明なことを言うようになった。意識は傾眠傾向で、名前を呼ぶと開眼する。

体温38.8℃､脈拍104/分、整｡血圧136/64mmHg･脳脊髄液検査:初圧200]mmH20、細胞数60“'

（基準0～２単核球優位)、蛋白１２０ｍｇ/〃（基準15～45)、糖７０ｍｇ/CＭ（基準50～75)。血液所見：赤

沈３０ｍ/1時間、赤血球530万、白血球6,700．血清生化学所見に異常は認めない。ＣＲＰ１．８ｍｇ/d@．

頭部oTで異常を認めない。

翌Ⅱ、呼びかけに反応しなくなり、搬影した頭部単純MRIFLAIR画像を示す。

１１８０歳の男性。３年前より寝たきりとなり仙骨部に撫癒ができた。皮膚全層が壊死となり、周囲

に発赤があり、感染を疑わせる浸出液を多量に認めるため来院した。

誤っているのはどれか。

ａ除圧マットを用いる。

ｂ栄養状態を確認する。

ｃ体位変換を２時間ごとに行う。

ｄ浸出液を培養検査に提出する。

ｅ創部をシールで覆い湿潤環境を保つ。

、戸 「
画
郎

診断はどれか。

ａクモ膜下出血

ｂ細菌性髄膜炎

ｃ一酸化炭素中毒

ｄ単純へルペス脳炎

eWemicke脳症 鯵
１２５４歳の男性。１年ほど前から左耳鳴と難聴を自覚するようになった。徐々に進行している虫う

に感じている。純音聴力検査の結果は下記のごとくであった。

最も疑うべき疾患はどれか。

ａ突発‘性難聴

ｂ 耳 硬 化 症

ｃ謬出性中耳炎

ｄメニエール病

ｅ聴神経腫甥

雨Ｆ
匡
畦

頭部単純ＭＲＩＦＬＡｌＲ画像

－５０８－６－
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刀
【
／

－５０８－５－
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純音聴力検査

理



昌蕊

「

Ｆ
凶

１６３１歳の男性□強い腹痛、悪心、11厘吐、便秘、貧血症状があり、受診当初は消化器疾患が疑われ

た。図に示すような手～腕の症状を示し、また勤務先で最近バッテリー解体作業に関与していた

ことが問診で判明した。

１４５２歳の男性。健康診断の胸部エックス線写真で胸部異常陰影を指摘され、受診した。明らかな

自覚症状はない。右鎖骨上両リンパ節を触知する。胸部CTで右S2に直径２８ｍｍ大の結節影が認め

られる。気管支鏡検査で、気管から両側亜区域枝まで観察されたが、粘膜面に明らかな異常所見

はなかった。右B2より経気管支肺生検を施行され、腺癌と診断された。頭部造影CT，腹部造影CT、

骨シンチグラフイーで明らかな異常所見はない。

胸部造影CTを示す。

この患者に見られるのはどれか。

ａ好塩基性斑点赤血球増加

ｂ尿中コプロポルフイリン低下

ｃ尿中β2-ミクログロブリン上昇

ｄ赤血球プロトポルフィリン低下

ｅ尿中ヴーアミノレブリン酸低下

胤

|理

病期はどれか。

ａⅡＡ期

ｂｎＢ期

ｃⅢA期

ｄⅢＢ期

ｅⅣ期

胸部造影ＣＴ

K雪、

「ｒ
盃
、

#灘：

－５０８－８－

診断に有用な検査として不適切なのはどれか。２つ選べ。

ａ電気生理学的検査

ｂ胸部造影CT検査

ｃ心臓超音波検査

ｄ冠動脈造影

ｅＤダイマー測定

１７５８歳の男性。突然の呼吸困難と胸痛を主訴に来院した。直ちに心電図検査を施行し（図１）、以

前に記録された心電図（図２）と比較検討した。１５自己血輸血について誤っているのはどれか。

ａ感染症防止の面で優れている。

ｂ血液型の同じ親族からの輸血も含まれる。

ｃ手術時の出血血液による術中輸血も含まれる。

ｄ予測される出血量が少ない手術では行われない。

ｅ貯血法は予定手術前に採血保存し術中・術後に行うｃ

－５０８－７－



脚

癖
迅

１８５８歳の男‘性。肺腫傷の病理組織像（HE染色）を示す。

岡.ｒｄＡ耶副

－５０８－９－

診断はどれか。

ａ腺癌

ｂ小細胞癌

ｃ大細胞癌

ｄ扇平上皮癌

ｅ上記のどれでもない

Ｉ

８

心電図（図１）

h頂

Ｆ
Ｌ

－５０８－１０－

以前に記録された心電図（図２）

病理組織像（ＨＥ染色）

病理組織像（ＨＥ染色）
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『雨

ｑ

２０２つの図は別々の患者の頭部CTである。これらのOTにはある共通の病態が明瞭に示されている。

頭部OTではこのような病態は比較的鮮明に描出されるが、腹部領域のCTでは同様な病態は明瞭に

１９５２歳の男性。小児期より足底に色素斑があり放置していた。３か月前より拡大してきたため来

院した。写真を示す。

Iま描出されにくい。

その疾患について誤っているのはどれか。

ａ遠隔転移を起こしやすい。

ｂ皮膚以外からも発症する。

ｃ「]本人では掌脈に発症しやすい。

ｄ爪の黒色線条として発症することがある。

ｅ皮間生検による組織学的診断を行うことが多い。

理由として正しいのはどれか。

ａ頭部と腹部では病態のCT値が異なるため。

ｂ頭部ＣＴと腹部CTでは表示するウインドウ|胴、レベルが異なるため。

ｃ部分容雌効果のため。

ｄ頭部と腹部では病態の性状が異なるため。

ｅ頭部と腹部ではアーチファクトが異なるため。

一～

－５０８－１２－

「

Ｆ
Ｌ

頭部ＣＴ

－５０８－］１－

写真

一旦Ｈ

厚戸
ョ=一

一一

頭部ＣＴ



１，
iｰ●

「

ｒ
４

２３７６歳の女性。乳癌の診断で左胸筋温存乳房切除術および順嵩リンパ節郭清を予定した。２１６０歳の男性。脚立から転落して右背部を強打した。受傷直後から肉眼的血尿認め、次第に右背

部痛が増諭したため、救急外来受診した。

血圧88/53.採血所見:赤血球340万/“､Ｈb6.69/"､Ｈt33.0％、白血球1,200/“･

血清生化学所見：Nal40mEq/０，Ｋ４.lmEq/２，CllO5mEq/'、Ｃｒ1.5ｍｇ/〃、尿素窒素14.81110/〃、

手術の際に神経とともに温存しなければならない血管はどれか。

ａ胸背動静脈

ｂ外側胸動静脈

ｃ胸腹壁動静脈

ｄ内胸動静脈枝

ｅ肋間上腕動静脈

CRP３．５ｍｇ/伽。

来院時直後の腹部造影CTを示す。

霧

適切な処世はどれか。２つ選べ。

ａ塞栓術

ｂ絶対安静

ｃ腎摘除術

ｄ抗生剤投与

ｅ縄皮的ドレナージ

蕊
竪鰯

２４正しいのはどれか。２つ選べ。

al4kgの小児の１日維持水分量は、1,400111,である。

ｂ人工乳と母乳のカロリーは食品交換表上の１単位である。

ｃ身長80ｃｍ、体重9.5kgの１歳３か月児のカウプ指数は17.5である。

ｄ必要摂取カロリーは、食事摂取基準（2005年版）で年齢、性により決定する。

ｅ離乳食は５～６か月より開始し、岨噛、舌の運動機能の発達にも欠かせないものである。腹部造影ＣＴ

２５２１歳の男性。５日前に交通外傷のため救急搬入された｡両側大腿骨骨折と筋肉の挫滅を認めた。

２１１前から尿量が減少しフロセミド１００ｍｇを静注したが、尿量の増加を認めなかった。昨夜から

仰臥位での息苦しさが出現した。

意識は清明。体温37.3℃、呼吸数２５/分、脈拍９７/分、血圧162/８７ｍｍＨｇ･胸部両側下部に

coEuosecracklesを聴取する｡血液所見：赤血球240万、Ｈb6.69/“Ｈt21％。血液生化学所見：総

蛋白５．１９/〃、アルブミン２，７９/〃、尿素窒素９５ｍｇ/〃、クレアチニン６，９唾/〃、Ｎａｌ３１ｍＥｑ/０，

Ｋ7.lmEq/２，CllO1mEq/’、Ｃａ7.5ｍｇ/伽、Ｐ６．０１mg/伽。動脈血ガス（自発呼吸roomajr）：ｐＨ

7.36、ＰａＯ２９６Ｔｏｒｒ、ＰａＣＯ２３４Ｔｏｎ,、ＨＣＯ可ｌ８ｍＥｑ/９．

２２催常人の末梢血中にはみられず、骨髄線維症患者でみられる血球はどれか。

ａ血球Ａ

ｂ血球Ｂ

ｃ血球Ｃ

ｄ血球Ｄ

ｅ血球Ｅ

噌

直ちに行うのはどれか｡２つ選べ。

ａ血液透析

ｂ保存lfn輪巾

ｃアルブミン静注

ｄ亜炭酸ナトリウム投与

ｅグルコン酸カルシウム投与

－５０８－１４－
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肢も可能性の高い診断はどれか。

ａうつ病

ｂ統合失調症

c解離性障害

ｄパニック障害

ｅ外傷後ストレス障害

Ｆ可

ｔ

２９５３歳の女性。２か月前に健康診断を受け、そこでは問題を指摘されなかった。直後から頭亜感、

体のだるさを自覚するようになり、症状が続くため近くの内科を受診したが、異常は指摘されな

かった。しかし、身体症状が持続するために、不安、不眠となり、lか月前からは食欲不振、意

欲低下を認めて家事もできなくなった。数日前より、「自分はこの世にいなくていい人間だ」など

次の文を読み26～28の問いに答えよ。

55歳の男性｡１時間前から押しつぶされるような胸痛ならびに左肩と左上肢への放散痛があるため

救急搬送された。高血圧および脂質異常症の既往があり、服薬中である。喫煙歴は20本/日×35年。

今までにこのような痛みを感じたことはない。

と言い、家を飛び出し排掴するようになったために、夫に連れられて精神科を受診した。

２６この患者でみられる可能性が高い心電図変化はどれかＣ

ａ異常Q波

ｂ正常心髄図

ｃＰＱ部分の広純な低下

ｄＶｌ４およびⅡ.Ⅲ.aVFでのST上昇

eVl-4でのST上昇とⅡ．Ⅲ.aVFでのST低下

ｒ
§

２７救急外来で患者の反応が急になくなった。モニター心電図のリズムは心室頻拍を示し、頚動脈

の拍動を触知しない。まず行なうのはどれか。

ａリドカイン静注

ｂ ア ミ オ ダ ロ ン 静注

ｃエピネフリン静注

． 除 細 動

ｅ同期させたカルディオバージョン

３０６５歳の男性。咳蹴を主訴に来院。精査にて肺癌が疑われた。

原発性肺癌について正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ腺癌の頻度が最も高い。

ｂ扇平上皮癌は女性に多い。

ｃ局平上皮癌は喫煙が危険因子である。

ｄ小細胞癌は抗癌化学療法薬に感受性が低い。

ｅ大細胞癌は閉塞性肺炎を合併することが多い。２８前問の対応後に患者のリズムは心静止（asystole）を示した。次に行なうのはどれか。

ａ直流通電

ｂ 蘇 生 中 止

ｃ電極の確認

ｄアトロピン静注

ｅエピネフリン静注

－５０８－１６－－５０８－１５－



声
Ｌ

３３５０歳の男性（会社員)。差明を主訴に来院した。

現病歴：生来健康。ｌか月前より、｢肱しさ」を自覚するようになった｡「目のかすみ｣､｢見にくい」

などの症状のために受診した。

既往歴･家族歴：特記事項なし。

現症：体重78kg、身長165ｃｍ・体温36.0℃、脈拍８４回/分、血圧132/72ｍｍＨｇ（整)。貧血、黄

痘なし。表在リンパ節を触知せず。胸部聴診において、肺野は清。心音正常、心雑音な

し◎腹部に異常所見なく、両側下腿に軽度の浮腫は認めなかった。

検査所見：尿検査：比重１０１７､ｐＨ5.0、蛋白（一)、潜IＩＩｌ（－)、白血球円柱を多数認めた。尿中

Ｎ－アセチルーβ-,-グルコサミニダーゼ（NAG）２４．４単位/gクレアチニン（正常範囲６

未満)。末梢血液像：赤血球405万､ＨｂｌＬ７ｇ/伽、白血球6,700､血小板２４万。血液生

化学検査：総蛋白７．８９/〃、γグロブリン２．２９/〃、ＢＵＮ３５１ｎｇ/dU、クレアチニン２．２

ｍｇ/“尿酸８．１唾/d､、Nal41mEq/０，Ｋ４.ｌｍＥｑ/0、CllO2mEq/９，Ｃａｌ2.0ｍｇ/〃、

Ｐ３．８mg/伽、ＡＳＴ（GOT）181U/､、ＡＬＴ（GPT）l41U/､、LDH1811U/’（基準く200)。

ＣＲＰ０．３２ｍｇ/CM・

腹部エックス線撮影および超音波検査：石灰化なし。水腎症なし。

眼科細隙灯顕微鏡写真と胸部エックス線撮影写真を示す。

３１４か月の乳児。検診で開排制限を指摘されて来院した。エックス線単純写真を示す。

この疾患で認められないものはどれか。

ａｃｌｉｃｋｓｉｇｎ

－７

bAllissign

ctelescopeslgn

dDrehmenn徴候

ｅＳｃ８ｍａ三角が空虚

ｰ型

ｊ
ｌ
Ｉ

『

ヨ

エックス線単純写真

３２急性白血病の診断時に施行される検査で､解析結果が出るまでに所要時間が最もかかるのはどれか。

ａ骨髄像判読

ｂ染色体分析（Ｇバンド法）

ｃＰＣＲ（polymerasechainreaction）法

ｄ表面抗原解析（フローサイトメトリ法）

ｅ間期核FISH（蛍光insituハイブリダイゼーション）法

眼科細隙灯顕微鏡写真

聖

予想される検査結果はどれか。２つ選べ。

ａ血消アンギオテンシン変換酵素活性の高値

ｂ血清リゾチーム高値

ｃ血清リチウム高値

ｄ血清梅毒反応の偽陽性

ｅツベルクリン反応において、「発赤12ｍｍ、硬結あり」

5０８－１８－

胸部エックス線撮影写真

－５０８－１７－

、
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『

３４妊娠28週、胎児上腹部の超音波所見を示す。

■

考えられる疾患はどれか。

ａ食道閉鎖

ｂｌ２指腸閉鎖

ｃ空腸閉鎖

ｄ水腎症

ｅ卵巣のう腫

呼

凸

「

■Ｆ
凶

一
一

Ｆ
》

車

胎児上腹部の超音波所見

－５０８－１９－



３５５歳の男性。両上腕の筋痛と労作時呼吸困難を主訴に来院した。６か月前から手指のRaynaud現

象と手指の腫脹があった。手指に限局した皮間硬化およびⅡ音の肺動脈成分の元進を認める。生化

学検査：ＣＰＫ３８０１Ｕ/‘（基準60～247)、免疫学検査：抗核抗体5,120倍（斑紋型）（基準40未満)、

抗Ul-RNP抗体陽性、抗Scl-70抗体陰性、抗Jo-1抗体陰‘性。

Ｆ
屯

次の文を読み、４～６の問題に答えよ。

５３歳の女性。会社の健診にて高血糖を指摘され、来院した。

現病歴：４年前に口渇を自覚したが､最近は無症状である。今回の健診の空腹時血糖値は１３４mg/〃

であった。

現症：身長165ｃｍ、体重64kg･脈拍88/分、整。血圧158/９４mmHg・意識は清明。心肺、腹部に

異常なし。

家族雁：父親が糖尿病である。

わが国の母子保健で正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ周産期死亡率は戦後改善している｡

ｂ自然死産率を妊婦の年齢別にみると25～29歳が肢も低い。

ｃ妊産婦健康診査は母体保謹法に基づき実施される。

ｄ母子保健センターは各都道府県に１カ所設世されている。

ｅ妊産婦死亡率は経済協力開発機構（OECD）加盟国の中で最も高い。

２卵巣皿蛎で表層上皮性・問質性腫傷はどれか。２つ選べ。

ａ線維腫

ｂ類内膜腺癌

ｃ粘液性誕胞腺腫

ｄ未分化庇細胞肱

ｅ成熟褒胞性奇形腫

４医療面接で必要性の低いのはどれか。

ａ体重 歴

ｂ食事内容

ｃ運動習慣

．海外渡航歴

ｅ妊娠出産歴

「

Ｆ
凶

５尿検査および血液検査を行ったところ、一部は以下のような結果であった。尿所見：蛋白（一)、

緋（２＋)、ケトン体（－)、潜血反応（－)。血液所見：赤血球420万、Ｈｂ13.89/伽、Ｈt41％、白

血球6,200､血小板１７万。血清生化学所見：総蛋白７２９/〃、アルブミン3.99/dZ，尿素窒素１４ｍｇ/〃、

クレアチニン０．７mg/伽、AST321U/０，ALT481U/２，ALP38011Ｗ,(基準260以下)。

肢も考えられるのはどれか。

ａ全身性硬化症

ｂ全身性エリテマトーデス

ｃ 皮 膚 筋 炎

ｄ抗リン脂質抗体症候群

ｅ混合性結合組織病

糖尿病と診断するのに必要なのはどれか。

ａＨｂＡ１ｃ６､3％

ｂ随時血糖値202ｍｇ/〃

ｃ糖尿病性神経障害の存在

ｄ食後2時間血糖値190mg/〃

ｅ再検査した空腹時血糖値１２４mg/〃

６２型糖尿病と診断し、食事指導を行うことにした。１日の食事摂取量として正しい指示はどれか。

ａ1,440kcal、塩分109

ｂ1,440kcal，塩分６ｇ

ｃｌ,680kcal、塩分ｌＯｇ

ｄｌ,680kcEu、塩分６ｇ

ｅｌ,800kcal、塩分６９

－５０９－１－ －５０９－２－
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１０５６歳の男性。１０年前より糖尿病を指摘されていたが、放置していた。ｌか月前から両眼の視力

低下を自覚し、来院した。嬬正視力は両眼ともに（0.5)。左眼眼底写真と左眼蛍光眼底造影検査写

真を示す。右眼も同様の所見であった。

７２５歳の男性。週末に水深30ｍのスキューバダイビングをし、浮上してからすぐに飛行機に搭乗し

たところ、両膝関節痛と呼吸困難を向覚したため当院を受診した。一緒にダイビングしていた友人に

よると、浮上時も急浮上であったとのことであった。喫煙は20歳より30本×５年間。既往歴に特記す

べきことはない。

股も適切な治療はどれか。

ａ硝子体手術

ｂ網膜復位術

ｃ網膜冷凍凝固術

ｄ汎網膜光凝固術

ｅ部分網膜光凝固術

正しいのはどれか。

ａ慢性酸素中毒が疑われる。

ｂ一酸化炭素中毒が疑われる。

ｃ二酸化炭素中毒が疑われる。

ｄ低流量酸素投与が必要である。

ｅ高圧酸素療法が必要である。

治療方針で誤っているのはどれか。

ａ食事に対する指導をする。

ｂ心電図・胸部レントゲンを施行し評価するｃ

ｃ頚動脈超音波で動脈硬化の評価をする。

ｄ運動やリハビリテーションを勧める。

ｅまず抗血小板薬の内服を勧める。

－５０９－４－－５０９－３－

1塁、
鹿８８０歳の女性。心房細動を指摘されており、２年前に脳梗塞の既往あり軽い失語を認める。今回、

脳梗塞の再発を心配し受診した。

豚

一＝

『

左眼眼底写真

９４歳の男児。繰り返す尿路感染症を主訴に受診。

他院にて予防抗菌薬投与がされていた。排尿時勝脱尿道造影検査を示す。

“
Ⅱ

左眼蛍光眼底造影検査写真

形聡

次に行うべき検査はどれか。２つ選べ。

ａＣＴ

ｂ尿検査

ｃ尿流量測定

ｄＭＲウログラフィー

ｅ腎・勝脱超音波検査

排尿時腺眺尿道造影検査
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１１６０歳代の男性。右側腹部痛で近医を受診。腹部超音波検査、腹部造影CTで肝腫痛を指摘され、

当院に紹介された。

患者が持参した造影CTのフイルムは順番がばらばらであった。腫溜が撮影されている画像（ｌ

～５）を示す。

１３５２歳の男性。２週間前からの感冒症状のためにペニシリン系抗菌薬を内服していたが発熱が持

続し、１週間前から全身の紅斑と水庖が出現し来院した。写真を示す。

正しいのはどれか。

aAuspitz現象が陽性である。

ｂ皮間以外の臓器障害は軽微である。

ｃ第２度熱傷に準じた局所療法を行う。

ｄ感染予防に他のペニシリン系抗菌薬を投与する。

ｅ副腎皮質ステロイド薬の全身投与は禁忌である。

２ ８１

写真

１４６８歳の男性。胸部の不快感を自覚し来院した。内視鏡写真を示す。

－５０９－５－
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この腫揃の診断はどれか。

ａ肝細胞癌

ｂ肝転移

ｃ 肝 血 管 腫

ｄ肝膿癌

ｅ肝嚢胞

内視鏡写真

ｉｎ
ィ凸

Ｑ

ｌ

司

治療として正しいのはどれか。

ａ内視鏡的粘膜切除術

bHenerの筋層切開術

ｃ内視鏡バルーン拡張

ｄプロトンポンプ阻害薬投与

ｅヘリコバクター・ピロリ除菌療法

一屯L塞画

弓

Ｆ一

J亨善く‘ｉ
Ｌ学毎号、。

１２胸腹部外傷で誤っているのはどれか。

ａ主陣管損傷のある陣損傷は、原則手術適応である。

ｂフレイルチェストはエックス線写真やＣＴだけでは診断できない。

c持続する出血性ショックの原因が腹腔内の場合､まずCTを撮る。

ｄ緊張性気胸では、エックス線写真を撮らずに胸腔ドレーンを挿入する。

ｅ開放性気胸の場合、開放創とは違う部位より胸腔ドレーンを挿入した後、開放創を閉鋤するｃ

Ｌ 蝉ア

､／Ｉ

Ｌ
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１８日本人のABO血液型の出現頻度（％）について正しいのはどれか。

ａＡ型40％Ｂ型30％Ｏ型20％ＡＢ型10％

ｂＡ型30％Ｂ型40％Ｏ型20％ＡＢ型10％

ｃＡ型40％Ｂ型20％Ｏ型30％ＡＢ型１０％

ｄＡ型20％Ｂ型30％Ｏ型40％ＡＢ型１０％

ｅＡ型40％Ｂ型10％Ｏ型30％ＡＢ型20％

１５病理組織標本作成にかかわる機械を示す。

使用法として適切なのはどれか｡

ａ凍結切片の薄切

ｂ凍結切片のHE染色

ｃパラフィン切片の薄切

ｄパラフィン切片の加温

ｅパラフィン切片のＨＥ染色

豆1

1場X:,ﾐ

［

負

建
畷＝

１９出生直後の新生児。在胎31週、出生体重1,5209で出生した。

に収容したが、多呼吸、陥没呼吸、Ｉ叩吟が続いていたために、

ツクス線写真を示す。

Apgarスコア１分値８点。保育器

人工呼吸管理を開始した。胸部エ昌
三 Lhﾜ国魁

Ｆ雨

仏

豆1

１６６５歳の男性。身長165cm、体重77kg・胆石症に対して腹腔鏡下胆嚢摘出術が予定された。

麻酔は気管挿管を行い、人工呼吸管理下での全身麻酔法で管理していた。

手術中、体位変換の際に気づかないうちに挿管チューブが麻酔回路から外れてしまった。

(、

患児について正しいのはどれか。

ａ肺血管抵抗は低下している。

ｂ代謝性アルカローシスを伴う。

ｃ肺コンブライアンスの低下を伴う。

ｄ通常は生後３～４日頃の発症が多い。

ｅ肺サーファクタントが過剰のために発症する。

ﾛ＝

機械

－５０９－７－

無呼吸状態を股も鋭敏に検出するモニターはどれか。

ａ心電図

ｂ観血的動脈圧

ｃ中心静脈圧

ｄパルスオキシメータ（SpO2モニター）

ｅカプノメータ（ETCOワモニター）

１７連動負荷試験が原則禁忌である疾患はどれか。２つ選べ。

ａ僧帽弁狭窄症

ｂ大動脈弁狭窄症

ｃ大動脈弁閉鎖不全症

ｄ労作性狭心症

ｅ不安定狭心症

胸部エックス線写真

－５０９－８－



Ｆ
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２０基本的手術手技について正しいのはどれか。

a集束結札は結び目がずれやすい場合に行う｡

ｂ血管吻合は内翻させて外膜どうしを接着させる。

ｃ消化管の端々吻合は消化管の壁どうしを吻合する。

ｄ手術で用いる非吸収性縫合糸の太さは１種類である。

ｅ治療的ドレナージは胸・腹腔内の貯留液体の排液を目的とする。

２３図は日本赤十字社から届いた濃厚血小板10単位・輸血パックである。

誤っているのはどれか。

ａ放射線照射は輸血後GVHD予防のためである。

ｂ保存期間中は、室温でゆっくり振瞳させておく。

ｃ血小板輸血の目安は、血小板数２万以下である。

ｄ血小板１０単位は、献血者全血２リットル由来である。

ｅ混入している白血球の除去のため、フィルターを通して患者に輸血する。

２１５７歳の男性。聯下障害・開口障害を主訴に来院。

現病歴：生来健康。趣味として農園で野菜をつくる。２週間前にスイカを収種した際に右足に外

傷を負った。昨日起床時より開口障害、聯下障害が出現。本日には一横指程度しか口が

開かなくなった。

既往歴＆家族歴：特記すべきことなし。

現症：異常な所見として隣下障害・開口障害あり。右足に外傷あり。

足外傷部の培養をおこなった。

２２７０歳の男性。３か月前より階段昇降時などに呼吸困難を自覚するようになり受診した。発熱は

認めない。

呼吸機能検査において％V0105％、FEV,0％４２％であった。喫煙歴は１日40本（50年間）である。

胸部エックス線写真と胸部単純CTを示す。

一貴『蔀罷唖副＝
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鐘篭

甥
最も陽性である可能性が高いと考えられる病原体はどれか。

ａａｏｓｔ７池”7z乱城cijg
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『

濃厚血小板10単位・輸血パック

２４５０歳の男性。３日前から頭痛、'1厘吐および発熱があり、本日、意識が低下し、突然全身性けい

れん発作が起きたため搬送された。意識レベルはJCSIII-200o体温38.5℃･眼底検査でうっ血乳頭

を認め、左眼で眼球の外側偏位、散瞳および対光反射消失を認める。項部硬直があり、Kemjng徴

候が陽性。痛覚刺激で右顔面と右上下肢の動きが乏しく、深部脳反射は右上下肢で冗進している。

胸部エックス線写真と胸部単純CＴ

－５０９－１０－

戦夢Ｆ,~管マ．
適切な治療薬はどれか。

ａ抗コリン薬

b免疫抑制薬

ｃ中枢性鎮咳薬

ｄキノロン系抗菌薬

ｅ経口ステロイド 薬

最初に行う検査はどれか。

ａ脳波

ｂ頭部単純ＯＴ

Ｃ脳血管造影

ｄ頭部エックス線単純撮影

ｅ腰椎穿刺による脳脊髄液検査

牌も■

Ｔ
Ｉ



正しいのはどれか。

ａ言語訓練が必要である。

ｂ歯科矯正が必要になる。

ｃ生後１年半で手術を行う。

ｄ経口哨乳は不可能である。

ｅ梢神発達遅滞は必発である。

Ｆ雨

‘

２７６０歳の男性。健康診断にて胸部CT検査を施行し、異常所見なしと診断された。胸部CT写真縦隔

条件を示す。

図ではどの組織の損傷を診察しているのか。２５膝関節の診療法のうち、

ａ下腿三頭筋

ｂ側副靭帯

ｃ 十 字 靭 帯

ｄ半月板

ｅ膝蓋腿

１

－５０９－１１－

ー

矢印の示すのは何か。

ａ胸管

ｂ上大静脈

ｃ奇静脈弓

ｄ右上肺静脈

ｅ気管 支動脈

胸部単純エックス線写真

胸部CT写真縦隔条件

右膝関節

２８生後５日目の新生児。口唇裂があり受診した。

２６１歳の男児。何かを飲み込んだため搬送された。胸部単純エックス線写真を示す。

口 唇 裂

「
シ
Ｂ
Ｅ
。

異物があるのはどこか。

ａ口腔

ｂ咽頭

ｃ喉頭

ｄ気管

ｅ食道

－５０９－１２－

ＬＭＥ

胸部単純エックス線写真

ｈ･盾

２９２７歳の男性。大学卒業後にアルバイトをしながら単身生活をしていたが、３か月前から特に理

由なく仕事を休むようになり、家に引きこもるようになった。両親が様子を見に行ったところ、

部屋を真っ暗にして意味不明なことをぶつぶつと言っていた。話しかけると、「スパイに殺されて

しまう｡」などと答えたため、両親同伴で梢神科受診となった。受診時の表情は硬く、会話形式の

幻聴、被害妄想、思考伝播を認めた。身体疾患は特に認められなかった。

第一選択薬として正しいのはどれか。

ａイミプラミン

ｂ炭酸リチウム

ｃリス ペリドン

．メチル フ ェ ニ デ ー ト

ｅバルプロ酸ナトリウム
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次の文を読み、３２～33の問題に答えよ。

７２歳の男性、胸痛で来院した。数日前より階段を昇ると胸痛が出現していたが、休息をとると直ぐ

に回復していたので放置していた。本日、早朝、胸痛にて目覚め、痛みが回復しないために来院した。

既往歴：７年前より、近医にて高血圧の治療を受けている。

現症：身長168ｃｍ、体重78Kg、血圧１００/56mmHg、脈拍数66/分、整。体温36.2℃、呼吸数24/分、

冷汗を伴い、四肢は冷たい。心雑音はなく、肺野は清である。腹部は平坦で、肝牌は触知

しない。下肢に浮腫はなし。

血液検査所見：血算：ＷＢＣ9,500/mnl，ＲB03.81×106/mli、Ｈｂ12.79/d､、Ｈt37.2％、Ｐ1t25.6×lOl/ImI、

生化学：ＴＰ６．５９/d､、Ａ１ｂ３．７９/〃、ＴＢ０．３ｍｇ/血、ＡＳＴ４５１Ｕ/'、ＡＬＴ３５１Ｕ/､､ＬＤＨ

3341U/､､CPK5281U/0,CK-MB6011W､ＢＵＮ９ｍｇ/〃、ＣｒＯ､９ｍｇ/CM，Nal39mEq/'、

３０５５歳の男性。大酒家。以前より会社健診で肝障害を指摘されていたが飲酒を継続していた｡･最

近、全身倦怠感が強くなり、また家人より眼球結膜の黄染を指摘され、つじつまの合わない会話

も多くなり来院した。理学所見上、羽ばたき振戦が認められた。

適切な治療はどれか。

ａ分鎖枝アミノ酸製薬

ｂ副腎皮質ステロイドホルモン

ｃビタミンＣ

ｄグリチルリチン製薬

ｅ抗精神病薬

Ｋ４２ｍＥｑ/､､CIlO4mEq/、

３１４５歳の男性。失神発作を機にBrugada症候群と診断され、

た。合併症はない。

埋込型除細動器（IＣＤ）の適応となっ

来院時の12誘導心電図を示す。

－５０９－１３－

Ｆ
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術前の説明として不適切なのはどれか。

ａ手術時の麻酔は、全身麻酔が第一選択である。

ｂ植え込み部位は、左鎖骨下の胸壁が第一選択である。

ｃ術後は、MRI検査は禁忌である。

ｄ術後は、身体障害者の申請が可能である。

ｅ術後は、自動車運転については制限を受ける。

ぼ

北国J二ｌＬｌ
園一一■一｜一■

畜凸nW1寵

12誘導心電図 12誘導心電図
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３３心臓カテーテル治療中に、突然、血圧が低下し意識を消失した。３２この症例に一致する冠動脈造影を選べ。
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股も考えられる心電図モニター波形はどれか。卸＆
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160/90

140/8５
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３４５８歳の女性。全身倦怠感を主訴に来院した。２０年以上前から蛋白尿と高血圧があり、血清クレ

アチニンが次第に上昇していた。数週前から全身倦怠感と両側の下腿浮腫を認める。

身長152ｃｍ、体重52kg、血圧160/90mmHg･両側下腿に浮腫を認める｡

血清生化学所見：尿素窒素７６ｍｇ/d､、クレアチニン５．５ｍｇ/伽、Nal45mEq/２，Ｋ5.5mEq/０，Ｃａ

８．０ｍｇ/伽、Ｐ６．５ｍｇ/d9．

腎機能障害を認めることから、食事療法を実施した。治療開始ｌか月前・後の血圧、体重および

血液生化学所見の推移と治療後に実施した24時間蓄尿の結果を示す。

血圧(mmHg）体亜(kg）尿素窒素(Ing/〃）クレアチニン('､g/d､）リン(､g/〃）

5.5

5.4

前
後

Ｆ司

哩

5２

５０

7７

８０

65

6.0

食事療法lか月後の24時間蓄尿所見。

尿｛,ｔ1,6501110/day

１日尿中Na排池1世lO2mEq/ｄ８Ｗ

ｌ日リン排池量1,000ｍｇ/day

１日尿タンパク９５０ｍｇ/day

摂取していると推察される食事内容はどれか。

ａカロリー1,500kcal、蛋白409、塩分６９

ｂカロリー1,500kcal、蛋白６０９、塩分６９

ｃカロリー1,500kcal、蛋白409、塩分１０９

．カロリー1,500kcal、蛋白609、塩分109

ｅカロリー1,500kcal、蛋白409、塩分３９

－５０９－１７－


	2009-501
	2009-502
	2009-503
	2009-504
	2009-505
	2009-506
	2009-507
	2009-508
	2009-509

